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澄んだ歌声が響きわたる
　10月8日、中央公民館で久御山中学校合唱コンクー
ルが開催されました。
　約2週間、この日のためにクラスが団結して練習を
重ねた生徒たち450人の澄んだ歌声が、ホールに響き
わたり、保護者や地域住民の200人が歌声に聞き入り
ました。

26P

17P
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2P 平成21年度決算の概要
住民ニーズに対応したまちづくりを推進

みんなの広場
第44回町民運動会など

行政ニュース
あいあいホール便りなど

INFORMATION
町政を見る会の参加者募集など

ふるさとの川の流れに
古川流域の変遷（11）
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▼平成21年度会計別決算額
会　計　名 歳入 （A) 歳出 （B) 差引額 （A)-(B)

一般会計 ８２億５２８９万円 ７９億３６９８万円 ３億１５９１万円

特　

別　

会　

計　

国 民 健 康 保 険 １８億６８７７万円 １７億８３９３万円 ８４８４万円

三 郷 山 財 産 区 ６３３万円 ６０６万円 ２７万円

老 人 保 健 ７０９万円 ７０８万円 １万円

公共下水道事業 １０億３８７７万円 １０億３４９７万円 ３８０万円

介 護 保 険 ９億３０２３万円 ９億１５４５万円 １４７８万円

後期高齢者医療 １億５６４６万円 １億５５３７万円 １０９万円

水道事業
会　　　計

収 益 的 収 支 ５億６０９万円 ５億８７９万円 ▲２７０万円

資 本 的 収 支 ６３２０万円 ２億１１４１万円 ▲１億４８２１万円

平成21年度 決算の概要

一般会計は、歳入総額 82億5289万円 　　　
　　　　　歳出総額 79億3698万円 でした

健
全
で
持
続
可
能
な

�

行
財
政
の
運
営
に
努
め
ま
す

　

平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
、
6
つ
の
特
別
会
計
お
よ
び
水
道
事
業
会
計
の
決
算
状

況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
か
か
わ
り
の
深
い
、
一
般
会
計
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。（
金
額
は
い
ず
れ
も
1
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

　

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
82
億

5
2
8
9
万
円
、
歳
出
総
額
79
億
3
6
9
8

万
円
で
、
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
形

式
収
支
は
、
3
億
1
5
9
1
万
円
と
な
り
、

形
式
収
支
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財

源
（
7
9
9
0
万
円
）
を
控
除
し
た
実
質
収

支
額
は
、
2
億
3
6
0
1
万
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。

　

歳
入
・
歳
出
総
額
を
前
年
度
と
比
べ
る
と
、

歳
入
総
額
で
8
億
6
6
5
0
万
円
（
11
・

7
%
）、
歳
出
総
額
で
11
億
8
3
4
万
円

（
16
・
2
%
）
の
そ
れ
ぞ
れ
増
額
と
な
り
、

平
成
20
年
度
の
決
算
規
模
か
ら
み
る
と
大
幅

な
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
主
な
事
由
は
、

歳
入
面
で
は
、
久
御
山
中
学
校
校
舎
等
改
築

事
業
に
係
る
交
付
金
や
地
域
活
性
化
・
臨
時

交
付
金
を
は
じ
め
、
定
額
給
付
金
給
付
事
業

費
補
助
金
な
ど
の
増
で
、
歳
出
面
で
は
、
定

額
給
付
金
給
付
事
業
の
実
施
や
塵
芥
収
集
車
、

高
規
格
救
急
車
の
購
入
、
ま
た
、
久
御
山
中

特色
経
常
収
支
比
率
が

4.1
ポ
イ
ン
ト
増
の
93
・
４
％

学
校
校
舎
等
改
築
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
普

通
建
設
事
業
費
が
前
年
度
に
比
べ
2
・
1
倍

に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
決
算
規
模
は
前
年
度
に
比
べ

増
と
な
っ
た
も
の
の
、
町
税
を
含
む
一
般
財

源
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
経
常

収
支
比
率
は
、
前
年
度
か
ら
4
・
1
ポ
イ
ン

ト
増
加
し
93
・
4
%
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
健
全
で
持
続
可
能
な
行
財
政

の
運
営
を
図
る
た
め
、
第
4
次
行
政
改
革
大

綱
に
掲
げ
る
各
改
革
項
目
を
着
実
に
遂
行
す

る
と
と
も
に
、
行
政
評
価
制
度
を
活
用
し
、

全
て
の
事
務
事
業
の
見
直
し
て
、
行
政
コ
ス

ト
の
低
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

歳
入
決
算
額
の
内
訳
は
、
町
税
全
体
で
、

前
年
度
比
3
億
8
2
2
1
万
円（
7
・
9
%
）

減
の
44
億
3
3
6
9
万
円
と
な
り
、
国
か
ら

の
地
方
譲
与
税
や
利
子
割
交
付
金
、
自
動
車

取
得
税
交
付
金
な
ど
も
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

分
担
金
及
び
負
担
金
は
、
保
育
所
入
所
保

歳入
長
引
く
不
況
の
影
響
に
よ
り

町
税
が
大
幅
減

護
者
負
担
金
や
留
守
家
庭
児
童
育
成
事
業
負

担
金
な
ど
で
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
の

7
9
5
9
万
円
と
な
り
、
使
用
料
及
び
手
数

料
は
、
道
路
占
用
料
や
公
園
使
用
料
、
幼
稚

園
使
用
料
な
ど
で
、
前
年
度
比
4
・
2
%
減

の
9
0
9
1
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
国
の
経
済
対
策
で
あ
る

定
額
給
付
金
給
付
事
業
費
補
助
金
や
子
育
て

応
援
特
別
手
当
交
付
金
を
は
じ
め
、
地
域
活

性
化
・
臨
時
交
付
金
、
久
御
山
中
学
校
校
舎

等
改
築
事
業
の
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り

　町独自の住民負担軽減策や安全・安心に関する施策など
住民ニーズに対応したまちづくりを推進
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行政ニュース

交
付
金
、
学
校
情
報
通
信
技
術
環
境
整
備
事

業
費
補
助
金
な
ど
の
増
に
よ
り
、
前
年
度
比

56
・
8
%
増
の
8
億
7
9
9
0
万
円
と
な
り
、

府
支
出
金
は
、
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
府

費
負
担
金
や
福
祉
医
療
助
成
事
業
費
補
助
金

な
ど
で
、
前
年
度
比
0
・
8
%
増
の
2
億

9
8
8
1
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

繰
入
金
で
は
、
財
源
不
足
を
補
て
ん
す
る

た
め
財
政
調
整
基
金
や
公
共
施
設
建
設
基
金

の
繰
り
入
れ
を
お
こ
な
っ
た
結
果
、
前
年
度

比
1
0
4
・
0
%
増
の
7
億
1
3
9
2
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

諸
収
入
は
、
久
御
山
中
学
校
太
陽
光
発
電

設
置
に
係
る
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
促

進
対
策
費
補
助
金
や
塵
芥
収
集
車
購
入
に
係

る
自
動
車
低
公
害
化
推
進
事
業
費
補
助
金
な

ど
の
増
に
よ
り
、
前
年
度
比
34
・
8
%
増
の

1
億
3
6
5
7
万
円
と
な
り
、
町
債
は
、
新

市
街
地
整
備
事
業
や
久
御
山
中
学
校
校
舎
等

改
築
事
業
、
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
で
計
画

的
な
起
債
を
お
こ
な
い
、
前
年
度
比
43
・

5
%
増
の
6
億
6
4
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
町
独
自
の
各
種
住
民
負
担
軽
減
策
を
引

き
続
き
維
持
し
つ
つ
、
防
犯
・
防
災
・
救
急

救
命
な
ど
安
全
・
安
心
に
関
す
る
各
施
策
を

は
じ
め
、
久
御
山
中
学
校
校
舎
等
改
築
事
業
、

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
や
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

開
設
に
向
け
て
の
新
市
街
地
整
備
事
業
、
少

人
数
学
級
や
少
人
数
授
業
の
推
進
な
ど
教

育
・
学
習
環
境
の
充
実
、
そ
し
て
、
雇
用
・

経
営
安
定
の
た
め
の
支
援
、
福
祉
・
子
育
て

支
援
の
充
実
な
ど
、
限
ら
れ
た
財
源
の
な
か

で
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

人
件
費
は
、
人
事
院
勧
告
に
準
拠
し
た
給

与
改
定
や
定
年
退
職
者
の
増
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
比
2
・
0
%
減
の
20
億
3
8
5
7
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

物
件
費
は
、
電
算
シ
ス
テ
ム
開
発
委
託
料

や
需
用
費
な
ど
で
減
と
な
っ
た
も
の
の
、
嘱

託
・
臨
時
職
員
賃
金
が
前
年
度
比
16
・
9
%

増
と
な
っ
た
た
め
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
の

12
億
8
5
7
4
万
円
と
な
り
、
扶
助
費
は
、

障
害
者
自
立
支
援
医
療
給
付
費
や
障
害
者
介

護
給
付
、
老
人
医
療
費
や
福
祉
医
療
費
な
ど

で
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
の
6
億
7
8
3
2

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
助
費
等
は
、
定
額
給
付
金
給
付
事
業
や

子
育
て
応
援
特
別
手
当
支
給
事
業
の
実
施
に

よ
り
、
前
年
度
比
30
・
0
%
増
の
9
億

5
3
3
9
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

積
立
金
は
、
公
共
施
設
建
設
基
金
に
積
み

立
て
を
お
こ
な
っ
た
た
め
、
前
年
度
比

7
8
5
・
0
%
増
の
2
億
3
9
5
8
万
円
と

な
り
、
貸
付
金
は
、
中
小
企
業
低
利
融
資
制

度
の
充
実
に
伴
う
預
託
金
の
増
な
ど
で
、
前

年
度
比
22
・
2
%
増
の
5
8
2
3
万
円
、
ま

た
、
繰
出
金
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
繰
出
金
で
増
と
な
っ
た
も
の
の
、
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
や
老
人
保
健
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
が
減
と
な
り
、
前
年
度
比
5
・

1
%
減
の
6
億
9
9
9
4
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

義
務
的
経
費
で
は
、
扶
助
費
で
0
・
5
%

の
増
と
な
っ
た
も
の
の
、
人
件
費
で
2
・

0
%
、
公
債
費
で
1
・
2
%
の
減
と
な
り
、

歳出
普
通
建
設
事
業
費
が

前
年
度
比
2.1
倍

町税
443,369万円（53.7％）

人件費
203,857万円（25.7％）

物件費
128,574万円（16.2％）

維持補修費
5,878万円（0.8％）

扶助費
67,832万円（8.6％）

補助費等
95,339万円
（12.0％）

公債費
50,883万円（6.4％）

積立金
23,958万円（3.0％）

貸付金
5,823万円（0.7％）

繰出金
69,994万円（8.8％）

普通建設事業費
141,560万円（17.8％）

地方譲与税 6,136万円（0.7％）

地方特例交付金等 7,589万円（0.9％）

地方交付税 2,696万円（0.3％）
分担金及び負担金 7,959万円（1.0％）

使用料及び手数料
9,091万円 （1.1％）

国庫支出金
87,990万円 （10.7％）

府支出金
29,881万円
（3.6％）

財産収入
4,282万円
（0.5％）

寄附金
2,836万円
（0.3％）

繰入金 
71,392万円（8.7％）

繰越金 40,775万円（4.9％）

諸収入 13,657万円（1.7％）
町債 60,640万円（7.4％）

利子割交付金等 1,444万円（0.2％）

地方消費税交付金 35,552万円（4.3％）

▽歳出内訳（性質別）
総額 79億3698万円

▽歳入内訳
総額 82億5289万円
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全
体
で
は
前
年
度
比
1
・
3
%
減
の
32
億

2
5
7
2
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

普
通
建
設
事
業
の
補
助
事
業
で
は
、
久
御

山
中
学
校
校
舎
等
改
築
事
業
や
新
市
街
地
都

市
基
盤
施
設
整
備
事
業
、
学
校
情
報
教
育
環

境
整
備
事
業
な
ど
を
実
施
し
、
前
年
度
比

1
1
3
・
1
%
の
増
と
な
り
、
単
独
事
業
に

お
い
て
は
、
西
一
口
・
島
田
2
号
線
な
ど
の

町
道
整
備
や
塵
芥
収
集
車
の
購
入
や
防
災
行

政
無
線
の
整
備
な
ど
を
実
施
し
、
前
年
度
比

1
0
3
・
8
%
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

普
通
建
設
事
業
費
全
体
で
は
、
補
助
・
単

独
と
も
積
極
的
に
事
業
を
お
こ
な
っ
た
た
め
、

前
年
度
比
1
1
1
・
5
%
増
の
14
億

1
5
6
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
歳
出
を
目
的
別
に
み
る
と
、
総
務

費
で
は
、
町
制
施
行
55
周
年
事
業
の
ほ
か
、

定
額
給
付
金
給
付
事
業
や
戸
籍
電
算
化
事
業
、

防
災
行
政
無
線
の
整
備
、
電
算
シ
ス
テ
ム
の

改
修
な
ど
で
、
前
年
度
比
50
・
7
%
増
の
14

億
8
6
9
9
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

民
生
費
で
は
、
子
育
て
応
援
特
別
手
当
支

給
事
業
を
は
じ
め
、
障
害
者
自
立
支
援
医
療

給
付
や
障
害
者
介
護
給
付
、
老
人
医
療
や
福

祉
医
療
の
各
扶
助
事
業
、
保
育
所
施
設
整
備

事
業
な
ど
で
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
の
17
億

8
5
6
9
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

衛
生
費
で
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
費
補
助
や
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
を
新
規

に
実
施
し
た
ほ
か
、
妊
産
婦
支
援
事
業
の
拡

充
、
塵
芥
収
集
車
の
購
入
な
ど
で
、
前
年
度

比
7
・
2
%
増
の
5
億
5
1
8
3
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
業
費
で
は
、
町
独
自
の
支
援
策

で
あ
る
産
地
確
立
対
策
事
業
補
助
金
や
農
産

物
直
売
所
運
営
事
業
補
助
金
の
ほ
か
、
農

地
・
水
・
農
村
環
境
保
全
向
上
共
同
活
動
支

援
事
業
補
助
金
や
国
営
附
帯
府
営
農
地
防
災

事
業
負
担
金
な
ど
で
、
前
年
度
比
3
・
9
%

減
の
1
億
2
5
2
3
万
円
と
な
り
、
商
工
費

で
は
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
向
け

た
業
務
の
ほ
か
、
商
工
会
補
助
金
や
中
小
企

業
者
資
金
借
入
に
係
る
保
証
料
及
び
利
子
補

給
金
、
企
業
立
地
促
進
助
成
金
な
ど
で
、
前

年
度
比
18
・
3
%
減
の
1
億
9
7
8
0
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

土
木
費
で
は
、
西
一
口
・
島
田
2
号
線
や

栄
本
通
り
線
な
ど
の
町
道
整
備
の
ほ
か
、
新

市
街
地
都
市
基
盤
施
設
整
備
事
業
や
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
、
巡
回
バ
ス
運
行
事

業
な
ど
で
、
前
年
度
比
9
・
5
%
減
の
10
億

2
0
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

消
防
費
で
は
、
携
帯
電
話
・
I
P
電
話
等

対
応
簡
易
型
位
置
情
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

た
ほ
か
、
消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

向
け
た
基
本
設
計
や
高
規
格
救
急
車
の
購
入

な
ど
で
、
前
年
度
比
3
・
4
%
増
の
4
億

2
8
5
5
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
費
で
は
、
継
続
事
業
の
久
御
山
中
学

校
校
舎
等
改
築
事
業
を
お
こ
な
っ
た
ほ
か
、

小
・
中
学
校
情
報
教
育
環
境
整
備
事
業
と
し

て
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
や
電
子
黒
板
の
購
入
、

校
内
L
A
N
や
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
ア
ン
テ

ナ
の
整
備
、
そ
し
て
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設

指
定
管
理
料
な
ど
で
、
前
年
度
比
71
・
0
%

増
の
17
億
1
8
2
8
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
債
費
は
、
前
年
度
比
1
・
2
%
減
の
5

億
8
8
3
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
の
決
算
状
況
に
つ
い
て
は
、
次

号
で
紹
介
し
ま
す
。

％

90

85

80

8

7

6

2117 18 19

7.7
7.3

6.7

90.9 89.8

85.7

6.5

89.3

6.5

93.4

20 年度

経常収支比率

公債費比率

●議会費　　議会運営のために使ったお金

●総務費　　全般的なまちづくりの費用や役場の庁舎維持
管理などの総括的な事務に使ったお金

●民生費　　高齢者や障害者の人々のためや保育所運営な
どの福祉全般の事務や事業に使ったお金

●衛生費　　保健衛生やごみ処理など安全で衛生的な生活
のために使ったお金

●労働費　　勤労者の技能の養成などに使ったお金

●農林水産業費　　農業の振興のために使ったお金

●商工費　　商工業の振興に使ったお金

●土木費　　町道の新設や改良、河川の維持管理、都市計
画事業などに使ったお金

●消防費　　防火水利・消防機械器具等の整備や消防団の
運営などに使ったお金

●教育費　　幼稚園や小・中学校の運営費用や生涯学習の
ための費用、町内の体育施設の維持管理など
に使ったお金

●公債費　　建設事業などをおこなうために借り入れたお
金の返済金

財政構造を見る 2つのバロメーター
経常収支比率…人件費や扶助費、公債費など
の経常的な義務的経費が、税金などの収入に
占める割合をいい、70 から 80％程度が望
ましいとされています。

公債費比率…一年間に返済する町の借入金に
かかる元金と利子の償還額（公債費）が町税
などの一般財源に占める割合をいいます。



�
広報くみやま平成22年 11月 1日

議会費　1億2593万円（1.6%）
　　「議会だより」の発行� 162万円

総務費　14億8699万円（18.7%）
　　国際交流推進事業� 278万
　　平和祈念事業� 7万円
　　町制施行55周年事業� 364万円
　　「広報くみやま」の発行� 1100万円
　　自治会活動支援事業� 608万円
　　防災システム整備事業� 2531万円
　　定額給付金給付事業� 2億5709万円
　　戸籍電算化事業� 2314万円

民生費　17億8569万円（22.5%）
　　障がい者自立支援事業� 2億58万円
　　地域生活支援事業� 4708万円
　　福祉医療費助成事業� 5123万円
　　重度心身障がい老人健康管理事業� 1319万円
　　高齢者元気回復事業� 690万円
　　敬老会等事業� 1063万円
　　老人医療費等助成事業� 1373万円
　　子育て支援医療費助成事業� 4636万円
　　子育て支援センター事業� 564万円

衛生費　5億5183万円　（7.0%）
　　予防接種事業� 1637万円
　　がん検診事業� 884万円
　　温暖化防止活動事業� 258万円
　　可燃ごみ・不燃ごみ処理� 2億5004万円

労働費　584万円（0.1%）

農林水産業費　1億2523万円（1.6%）
　　久御山ブランド推進事業� 203万円
　　農産物直売所運営補助事業� 564万円
　　産地確立対策事業� 1509万円
　　国営附帯農営農地防災事業推進事業�1213万円
　　畑地灌漑施設等更新事業� 168万円

商工費　1億9781万円（2.5%）
　　企業立地促進助成事業� 1511万円
　　展示会等出展支援助成事業� 233万円
　　中小企業者資金低利融資事業� 1億1054万円
　　商工会運営等補助事業� 1888万円
　　ふるさとフェア久御山実施事業� 1125万円

土木費　10億200万円　（12.6%）
　　道路橋梁新設改良整備事業� 8839万円
　　都市計画推進事業� 1376万円
　　巡回バス（のってこバス）運行事業�3775万円
　　新市街地都市基盤施設整備事業� 1億3194万円
　　地域交流センター整備事業� 2億1727万円

消防費　4億2855万円　（5.4%）
　　消防職員被服貸与事業� 314万円
　　消防団消防操法訓練事業� 298万円
　　消防機械器具等整備事業� 3347万円

教育費　17億1828万円（21.6%）
　　国際理解教育推進事業� 1701万円
　　学校情報教育環境整備事業� 1億748万円
　　学校保護者負担軽減事業� 2143万円
　　学校施設整備事業（中学校）� 7億2913万円
　　いきがい大学実施事業� 230万円
　　図書館運営事業� 3049万円

公債費　5億883万円　（6.4%）

行政ニュース

一般会計の主な支出　（　）は構成比

歳出の
目的別内訳

議会費
1億2593万円（1.6％）

労働費
584万円（0.1％）

農林水産業費
1億2523万円（1.6％）

商工費
1億9781万円（2.5％）

消防費
4億2855万円（5.4％）

公債費
5億883万円（6.4％）

総務費
14億8699万円（18.7％）

民生費
17億8569万円（22.5％）

衛生費
5億5183万円（7.0％）

土木費
10億200万円（12.6％）

教育費
17億1828万円（21.6％） 
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▽期末・勤勉手当（ボーナス）の支給割合［平成21年度］

区　分
久　御　山　町 国

期 末 手 当 勤 勉 手 当 期 末 手 当 勤 勉 手 当

6月 1.40月分 0.75月分 1.25月分 0.70月分

12月 1.35月分 0.75月分 1.50月分 0.70月分

計 2.75月分 1.50月分 本町と同じ 1.40月分

▽退職手当の状況［平成22年4月現在］

久　　御　　山　　町 国

（支給率） 自己都合 勧奨・定年 （支給率）　　　　　　　　　　　　　　　

・勤続20年 23.50月分 30.55月分

・勤続25年 33.50月分 41.34月分

・勤続35年 47.50月分 59.28月分 本　町　と　同　じ
・最高限度額 59.28月分 59.28月分
・その他の
　　加算措置

定年前早期退職特別措置
（定年前年数1年につき2%加算）

・1人当たり
　　平均実支給額 79万円 2,662万円 国は公表していません
・平均勤続年数 6.0年 37.3年

　本町の勧奨退職は、勤続20年以上で、年齢50歳以上59歳以下の職員を対象とする退職制度
です。
　退職手当は、退職時の給料をもとに退職理由と勤続年数、基礎在職期間において職員が属し
ていた職務の級によって支給額を算出します。
　1人当たり平均支給額は、平成21年度中に退職した職員の平均支給額です。

�
�
�
�
�
�
�
�����

▽扶養・住居・通勤手当の状況［平成22年4月現在］
区
分 久御山町 国

扶　

養　

手　

当

☆扶養親族である配偶者� 13,000円
☆配偶者以外の扶養親族
　・1人につき� 6,500円
　・ただし、配偶者がいない
　　場合、そのうち1人� 11,000円
☆16歳から22歳までの子� 5,000円加算

　　　　本　町　と　同　じ

住
居
手
当

☆全ての職員� 1,000円
　・ただし、新築・購入から
　　5年間� 2,500円�加算
☆借家
　・家賃額に応じ� 最高27,000円

　　　　支給なし

　　　　本　町　と　同　じ

通　
　

勤　
　

手　
　

当

☆片道1㎞未満� 支給なし
☆交通機関等利用者
　・運賃相当額≦55,000円� 全額支給
　　（6ヵ月定期券で算出し、
　　�4月と10月に一括支給）
☆自動車等の利用者
　・2㎞未満� 3,000円
　・2㎞以上3㎞未満� 6,000円
　・3㎞以上10㎞未満�
　　1㎞増す毎に� 600円加算
　・10㎞以上15㎞未満�
　　1㎞増す毎に� 500円加算
　・15㎞以上20㎞未満�
　　1㎞増す毎に� 400円加算
　・20㎞以上25㎞未満�
　　1㎞増す毎に� 300円加算
　・25㎞以上�
　　1㎞増す毎に� 200円加算

☆片道2㎞未満� 支給なし

　　　　本　町　と　同　じ

☆自動車等の利用者�
　・5㎞未満� 2,000円
　・5㎞以上10㎞未満� 4,100円
　・10㎞以上15㎞未満� 6,500円
　・15㎞以上20㎞未満� 8,900円
　・20㎞以上25㎞未満� 11,300円
　・25㎞以上30㎞未満� 13,700円
　・30㎞以上35㎞未満� 16,100円
　・35㎞以上40㎞未満� 18,500円
　・40㎞以上45㎞未満� 20,900円
　・45㎞以上50㎞未満� 21,800円
　・50㎞以上55㎞未満� 22,700円
　・55㎞以上60㎞未満� 23,600円
　・60㎞以上� 24,500円

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

▽特殊勤務手当の支給状況［平成21年度一般会計決算額］
区　　　分 全職種

職員全体に占める手当支給職員の割合 18.2%
支給実績 15,257千円
支給対象職員1人当たり平均支給年額 339,044円
手当の種類 6種類

代表的な手当の名称 消防業務手当
じん芥収集作業手当

▽特別職の報酬等の状況［平成22年度］

区分 給　料　月　額　等

給
料

町　長 860,000円

副町長 715,000円

報　

酬

議　長 395,000円

副議長 325,000円

議　員 290,000円

期
末
手
当

町　長

副町長

6月　　　1.45月分

12月　　　1.65月分

計　　　�3.10月分

議　長
副議長
議　員

6月　　　1.45月分

12月　　　1.65月分

計　　�　3.10月分

▽部門別職員の状況（各年4月1日現在）

区分

部門

職　員　数（人） 対前年増減数（人）
平成21年 平成22年 平成21年 平成22年

一　

般　

行　

政　

部　

門

議 会 3 3

総 務 38 36 　1 ▲2

税 務 15 15 　1

民 生 50 52 　2

衛 生 22 22

農林水産 7 7

商 工 3 4 　1

土 木 16 14 ▲3 ▲2

小 計 154 153 ▲1 ▲1

特
別
行
政
部
門

教 育 42 43 ▲1 　1

消 防 39 39

小 計 81 82 ▲1 　1

公
営
企
業
等
会
計
部
門

水 道 11 10 ▲1 ▲1

下水道 7 6 ▲1 ▲1

国保等 6 6

小 計 24 22 ▲2 ▲2

合　計 259 257 ▲4 ▲2

　職員数は、一般職に属する職員数（教育長を含む）で
あり、地方公務員の身分を有する休職者・派遣職員等を
含み、臨時又は非常勤職員は含まれません。
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給与などを公表

▽人件費の状況［平成21年度一般会計決算額］

歳出総額
A 実質収支額 人件費

B
人件費率
B／A

（参考）
20年度の
人件費率

7,936,981千円 236,014千円 2,038,571千円 25.7% 30.4%

　人件費には、一般職に支払う給料、手当、特別職（町長、町議会議員など）に支払う給料、
報酬、手当のほか、共済費などの使用者に係る負担金も含まれています。
　なお、嘱託員・臨時職員に支払う賃金は、人件費には含まれていません。

▽職員の平均給料月額・平均給与月額・平均年齢［平成22年4月現在］

区　分
一般行政職 技能労務職

平均給料 平均給与 平均年齢 平均給料 平均給与 平均年齢

久御山町 331,901円 432,167円 44.2歳 311,567円 375,963円 44.8歳

国 325,579円 395,666円 41.9歳 284,514円 322,291円 49.3歳

　給料とは、扶養手当などの諸手当を含まないものです。
　給与とは、給料と諸手当の合計額です。
　ただし、国の「平均給与」には特殊勤務手当、通勤手当及び超過勤務手当等の実費弁償又は
実績支給である給与を含んでいません。

▽一般行政職の初任給［平成22年4月現在］

区　　　分
久御山町 国

初任給 2年経過後 初任給 2年経過後

大　学　卒 172,200円 184,200円
本町と同じ

高　校　卒 140,100円 148,500円

　初任給は、卒業後ただちに採用された場合の給料額です。

▽一般行政職の経験年数別給料［平成22年4月現在］

区　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

大　学　卒 240,600円 288,400円 322,100円

高　校　卒 205,400円 240,600円 288,400円

▽一般行政職の級別職員数の状況［平成22年4月現在］

区　　　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 計
部　　　長 6人 6人
課　　　長 14人 14人
課 長 補 佐 22人 22人
係長・総括主査 20人 20人
主査・主任 11人 4人 15人
主　　　事 19人 8人 27人
主　事　補 11人 11人
職 員 数 計 11人 19人 19人 24人 22人 14人 6人 115人
構　成　比 9.6% 16.5% 16.5% 20.9% 19.1% 12.2% 5.2% 100%

　本町の給与条例に基づく給料表の級別・役職別の職員数です。

給与・定員管理等の公表について
　平成22年4月1日現在の町職員の給与や勤務条件などのあらましをお知らせします。
　ここに紹介する給与は、手取り額ではなく、税金や各種保険料などを差し引く前の金額です。

▽ラスパイレス指数［各年4月1日現在］

年度 20 21

指数 94.4 95.3

　ラスパイレス指数は、地方公共団体の職員
構成（学歴別、経験年数別）が国と同一であ
るとしたとき、国の給料額を100として求め
られる数値です。

15億811万円
給与費

9億2074万円
（一人当り
　377万円）
61.0％

給料3億5994万円
（一人当り
　148万円）

2億2743万円
（一人当り93万円）

23.9％

15.1％

期末・
勤勉手当

その他の手当

▽職員給与費の内訳
　［平成22年度一般会計当初予算］

　給与費は、一般職の職員（教育長含む）の
金額で共済費、退職手当組合負担金は含まれ
ていません。
　その他の手当とは、扶養・地域・通勤・住
居・管理職・特殊勤務・時間外勤務等の手当
であり、職員全員には支給されない手当も含
んでいます。

▽地域手当の支給状況
　［平成21年度一般会計決算額］

支 給 率 7%

支 給 対 象 職 員 数 247人

支 給 実 績 63,856千円

支給対象職員1人当たりの
平 均 支 給 年 額 258,526円

▽時間外勤務手当の支給状況
　［平成21年度一般会計決算額］

支 給 実 績 37,366千円

支給対象職員1人当たり
平 均 支 給 年 額 206,442円
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職員の分限及び懲戒処分の状況
1�分限処分の状況（平成21年度）

�　分限処分とは、公務の能率を維持し、適正な運用を確保するために、地方公務員法第28条
に基づき行う処分です。主に、免職、降任、休職等の処分があります。

⑤介護休暇
　�　職員が配偶者、父母、子若しくは配偶者の父母等で、負傷、疾病又は身体上若しくは老齢により2週間以上の期間にわたり日常生活を営
むのに支障がある者の介護をするため、勤務しないことが相当であると認められる場合、連続する6月の期間内において必要と認められる
期間、休暇を取得することができます。

病気を理由とする休職 4人

2�懲戒処分の状況（平成21年度）
�　懲戒処分とは、職員の職務義務違反に対して、公務員の勤務関係の秩序を維持するために、
地方公務員法第29条に基づき行う処分です。免職、停職、減給及び戒告の4種類があります。

懲戒処分の状況 0人

職員の服務の状況
�　職員の服務の根本基準は、地方公務員法第30条に「すべての職員は、全体の奉仕者として
公共の利益のために勤務し、且つ、職務の遂行に当っては、全力を挙げてこれに専念しなけ
ればならない。」と規定されています。
　この規定に基づき、同法33条には信用失墜行為の禁止、同法35条には職務に専念する義務、
同法38条には営利企業等の従事制限を、職員に課しているほか、職員の服務規程に基づき、
誠実、公正、民主的かつ能率的に職務を遂行するよう努めています。

営利企業等従事許可の状況 2人

職員の研修の状況
1�研修の実施状況（平成21年度）

�　社会環境の著しい変化に対応し、能率的・効率的で充実した行政運営を目ざすため、専門的知識と幅広い視野を兼ね備えた職員を養成します。

区　　分 研　　修　　名　・　派　　遣　　先　　等 受講者数
自主研修 通信教育、自己啓発 2人

集合研修 新規採用職員研修、普通救命講習会、接遇研修、教養研修（KES）、町長懇談会、人権啓発研修、
職員交通安全講習会、職場労働安全講習会 393人

派遣研修 新規採用職員研修、5年目職員研修、新任係長研修、人事評価研修、法制執務、税務担当職員初任
者研修、納税事務研修、行政経営研修、自治大学校、京都府、全国市町村国際文化研究所ほか 41人

職員の福祉及び利益の保護の状況
1�職員の健康管理・職場環境の状況

�　職員の健康の保持増進を図るとともに、職場の安全を確保するため、「労働安全衛生法」をはじめとする法令等に基づき、安全衛生を管
理するための体制や作業環境の整備、健康診断などを実施しています。

2�公務災害の状況
（平成21年度）

認定件数 公務災害 内訳 通勤災害
1件 1件 0件

3�共済組合事業等の状況
�　地方公共団体は、地方公務員法第42条により、職員の福利厚生の計画を樹立し、実施することが義務付けられており、財団法人京都府
市町村職員厚生会と久御山町職員互助会において福利厚生事業を行っています。町職員互助会は、年会費3,600円（町補助3,600円）で会員
相互の親睦事業を実施しています。

公平委員会の状況
1�公平委員会の概要

�　公平委員会は、地方公務員法第7条第3項の規定により設置されており、その権限は同法第8条第2項において次のように定められています。
・職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する措置を審査・判定し、必要な措置を執ること。
・職員に対する不利益な処分についての不服申立てに対する裁決又は決定をすること。

2�公平委員会の業務の状況（平成21年度）
業務の内容

勤務条件に関する措置の要求の状況 0件
不利益処分に関する不服申立ての状況 0件
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給与などを公表

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
1�勤務時間の状況
①1週間の勤務時間　　38時間45分
②基本的な勤務時間　　 開始時刻 終了時刻 休憩時間

8：30 17：15 12：00〜 13：00

2�休暇の状況
①年次有給休暇
　�　1年に20日の年次有給休暇を付与されます。その年に取得できなかった休暇日数がある場合は、
20日を限度として翌年まで繰り越すことができます。

②育児休業及び部分休業
　�　育児休業等に関する制度を設けて子を養育する職員の継続的な勤務を促進し、もって職員の福
祉を増進するとともに、地方公共団体の行政の円滑な運営に資することを目的に「地方公務員の
育児休業等に関する法律」が制定されています。この法律により、3歳に満たない子を養育する
ために休業する育児休業制度と、1日の勤務時間の一部について勤務しないことができる部分休
業制度があります。

③病気休暇
　�　負傷又は疾病のため療養する必要があり、その勤務しないことがやむを得ないと認められる場
合に、90日の範囲内で必要と認められる期間を取得することができます。

職員の取得状況（平成21年）
年間平均取得日数 10.9日

平成21年度中に新たに取得した職員数
育児休業 5人
部分休業 0人

④特別休暇
事　　由 期　　間

1　�感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成10年法律第114号）の
規定に基づく交通の制限又は遮断により勤務が不可能となった場合

その都度必要と認められる期間

2　�風水震火災、その他非常災害により、り災し、又は交通遮断等不可抗力の原因により勤
務不能となった場合

その都度必要と認められる期間

3　交通機関の事故等による不可抗力の場合 その都度必要と認められる期間

4　裁判員、証人、鑑定人、参考人等として官公署の呼出しに応ずる場合 その都度必要と認められる期間

5　選挙権、その他公民としての権利を行使し、義務を履行する場合 その都度必要と認められる期間

6　職員の結婚の場合 7日以内

7　妊娠中の職員が高度の妊娠悪阻による場合 その都度必要と認められる期間

8　�妊娠中の女性職員が勤務に利用する交通機関の混雑の程度又は当該職員の心身の状態か
ら母体又は胎児の健康保持に必要があると認められる場合

正規の勤務時間等の始め及び終わりにおいてそれぞれ30分以内。ただし、交通機関等の関
係からやむを得ないと認められる者については、1日1回60分の範囲内とする。

9　妊婦である職員が医師等の保健指導又は健康診査を受ける場合 1回につき1日を超えない範囲内でその都度必要と認められる期間

10　職員の分べんの場合 出産予定日8週間（多胎妊娠の場合にあっては14週間）前の日から産後8週間を経過するま
での期間

11　生理日に勤務することが著しく困難である場合 1回について3日以内で必要とする期間

12　職員が生後満1年に達しない子を育てる場合 1日2回各45分。ただし、通勤時間等の関係によりやむを得ないと認められる者については、
1日1回90分の範囲内においてやむを得ないと認められる期間（男性職員にあっては、その
子の当該職員以外の親が当該職員がこの休暇を使用しようとする日におけるこの休暇（これ
に相当する休暇を含む。）を承認され、又は労働基準法（昭和22年法律第49号）第67条の
規定により同日における育児時間を請求した場合は、1日2回それぞれ45分から当該承認又
は請求に係る各回ごとの期間を差し引いた期間を超えない期間）

13　職員が幼児及び児童生徒の保育又は授業を参観する場合 1月に1回参観に必要な時間

14　明治6年太政官達第318号による父母の祭日の場合 慣習上、最小限度必要と認められる期間

15　職員の忌引の場合 親族に応じて1〜 10日で必要と認められる期間

16　夏季における心身の健康の維持及び増進又は家庭生活の充実を図る場合 7月から9月の期間内に原則として連続する4日間（週休日及び休日を除く。）

17　配偶者が出産する場合 出産のための入院等の日から出産の日後2週間の期間内に3日間。ただし、やむを得ない事
情がある場合は5日間

18　�職員が自発的に、かつ、報酬を得ないで次に掲げる社会に貢献する活動（専ら親族に対
する支援となる活動を除く。）を行う場合で、その勤務しないことが相当であると認め
られるとき。

　　　（1）　�地震、暴風雨、噴火等により相当規模の災害が発生した被災地又はその周辺の
地域における生活関連物資の配布その他の被災者を支援する活動

　　　（2）　�身体障害者療養施設、特別養護老人ホームその他の主として身体上若しくは精
神上の障害がある者又は負傷し、若しくは疾病にかかった者に対して必要な措
置を講ずることを目的とする施設であって町長が定めるものにおける活動

　　　（3）　�（1）及び（2）に掲げる活動のほか、身体上若しくは精神上の障害、負傷又は
疾病により常態として日常生活を営むのに支障がある者の介護その他の日常生
活を支援する活動

1暦年において5日以内

19　�小学校就学の始期に達するまでの子（配偶者の子を含む）を養育する職員が、その子の
看護（負傷し、又は疾病にかかったその子の世話を行うことをいう。）のため勤務しな
いことが相当であると認められる場合

1暦年において5日以内

20　�職員が骨髄移植のための骨髄液の提供希望者としてその登録を実施する者に対して登録
の申出を行い、又は骨髄移植のため配偶者、父母、子及び兄弟姉妹以外の者に骨髄液を
提供する場合で、当該申出又は提供に伴い必要な検査、入院等のため勤務しないことが
やむを得ないと認められる場合

その都度必要と認められる期間

21　その他町長が定める場合 町長が定める期間
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元気に楽しく、大きくなあれ♡

佐山　父 信一郎さん・母 千暁さん

（平成21年8月4日生）
渡
わた

邉
なべ

 龍
りゅう

太
た

郎
ろう

ちゃん 

綜一郎、たくさんの愛を感じながら
気持ちの優しい子に育ってね。

佐古　父 幸範さん・母 佐智枝さん

（平成21年8月10日生）
藤
ふじ

村
むら

 綜
そう

一
いち

郎
ろう

ちゃん

いつも笑顔をありがとう。
元気に育ってね。

栄　父 哲郎さん・母 真紀さん

（平成21年12月 5日生）
⻆
かど

 花
はな

衣
え

ちゃん

第44回町民運動会
東角小学校グラウンド

野村自治会が総合優勝
　10月11日、穏やかな秋空の下、第44回町民運動会
が東角小学校グラウンドでおこなわれました。雨のため順
延になったにもかかわらず約3,000人が参加してさわや
かな汗を流しました。
　新種目の「私をテントから連れ出して」では、坂本町長
も主賓テントから連れ出されるなどの一場面もあり、また

「男女混合対抗リレー」では、市田自治会と佐山自治会が
競り合うなど白熱した競技が繰り広げられました。自治会
対抗種目の結果は次のとおりでした。

【総合成績】①野村 ②東一口 ③栄3・4丁目　【リレーボ
ール】①東一口 ②栄3・4丁目 ③野村　【綱引き】①藤和
田 ②相島 ③坊之池　【男女混合対抗リレー】①市田 ②佐
山 ③東一口　【玉入れ】①野村 ②相島 ③栄3・4丁目　【く
みやま短距離王決定戦】 女子の部 ①佐山 ②野村 ③東
佐山団地 男子の部 ①下津屋 ②栄1・2丁目 ③東一口

赤い羽根共同募金（10月1日・ジャスコ久御山店）
京の子どもへ夢大使派遣事業
� （10月6日・佐山小学校）

▲熱の入った応援が繰り広げられる

▲力いっぱい引きあった綱引き

▲テントから連れ出された坂本町長

▲白熱したリレー競技 ▲おやつに向ってダッシュ
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久御山中学校の国際交流
久御山中学校

お互いの文化を理解し絆を深める
　久御山中学校は、平成7年にオーストラリアのワーウィ
ック・ステイト・ハイスクールと姉妹校盟約を結び、毎年
相互に訪問し、ホームステイを通じて国際交流を深めてい
ます。今年は、9月16日から22日までの1週間、同校
の生徒15名が久御山中学校に来校し、習字の授業に参加
したり茶道や剣道などを体験し、日本の文化にふれました。
また、ホームステイなどで町内の多くの人とふれあい、交
流を深めました。

交通安全教室
あいあいホール

左右をしっかり確認して渡ります
　10月5日、子育て支援センターあいあいホールでヤマ
ト運輸㈱の協力により交通安全教室がおこなわれました。
27組60人の親子が安全に来館できるように横断歩道の
渡り方などの正しい交通ルールや車には運転者が見えない
場所（死角）があることを学びました。教室では、交通ル
ールの説明の後、子どもたちは、横断歩道をまねたシート
で練習し、「手をあげて左右を確認して渡ります」と約束
していました。

▲習字の授業で交流を深める生徒たち

	

地
区
名	

夫
の
氏
名	

妻
の
氏
名

大
橋
辺　

巴
山　

知
樹　

巴
山　

希
有

島　

田　

新
山　

誠
二　

新
山
真
紗
美

東
一
口　
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
ジ
ャ
リ
エ　

内
田　

満
衣

　

林　
　

髙
橋　

太
郎　

髙
橋　

道
子

　

〃　
　

小
川　

竜
司　

小
川
久
美
子

市　

田　

上
野　

浩
司　

上
野　

励
子

　

栄　
　

川
西　

正
憲　

川
西　

裕
子

	

地
区
名	

出
生
児	

父
・
母

佐　

山　

河
邉　

永と

遠わ　

真
伍
・
怜

　

〃　
　

永
尾　

伊い

織お
り　

正
和
・
亜
紀
子

　

〃　
　

佐
藤　
　

希
の
ぞ
み　

紀
文
・
和
枝

　

林　
　
　

樹　

美み

悠ゆ　
竜
太
郎
・
利
加

田　

井　

森　

麻あ

津つ

華は　

亨
允
・
優
里
子

下
津
屋　

金
澤　

海か
い

璃り　

伸
一
・
沙
世

　

栄　
　

松
田　

花は
な

梨り　

豊　

・
美
保

平成22年9月15日から10月14日までの受付分（敬称略）

佐山まなび塾（10月16日・佐山西ノ口）

▲手を上げて横断歩道を渡る幼児

玉田神社還幸祭（
10月9日・玉田神

社）大藤神社秋の大祭（10月13日・大藤神社）
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開館時間／午前 8時 30分～午後 5時
休館日／日曜・月曜日、祝日、年末年始

○散歩に行こう
　近くの公園に行って一緒に遊びましょう。
日時／ 11月4日㈭　午前10時〜 11時30分
場所／佐古内屋敷公園
※雨天の場合は、中止します。
○親子料理教室
　さつまいもを使って簡単にできるおやつを作りまし
ょう。
日時／ 11月11日㈭　午前10時〜 11時30分
費用／ 1人200円
申し込み／同ホールへ。
○ちいきであそぼ「つどいのひろば」
　今月は、栄1・2丁目の集会所をお借りして、「つど
いのひろば」を開催します。
　お近くのみなさんもぜひお越しください。子育て仲
間同士一緒に過ごしましょう。
日時／ 11月19日㈮　午前9時30分〜 11時50分

場所／栄1・2丁目集会所
○親子サロン
　毎月第2・4金曜日に開いています。
日時／ 11月12日㈮・26日㈮　午前9時〜午後4時
場所／地域福祉センター 2階視聴覚室
※�26日㈮　午前11時30分から、図書館司書による
絵本の読み聞かせをおこないます。

○避難訓練
　火事を想定した避難訓練をおこないます。消防署に
来ていただきますので、ぜひ、参加してください。
日時／ 11月24日㈬　午前10時30分〜 11時30分
○親子で楽しむリトミック
　親子で一緒に体を動かしましょう。
日時�／ 11月16日㈫　午前10時〜 11時30分
対象�／就学前の乳幼児とその保護者
費用�／ 1家族300円
申し込み／同ホールへ。

▼追悼式臨時送迎バス発車時刻・場所一覧表

号車 発車時刻 場所 号車 発車時刻 場所

1

12：00 相島北バス停
2

12：19 御牧バス停

12：05 東一口橋南西
（ローソン西側） 12：20 坊之池バス停

12：07 前川橋バス停

3

12：07 林バス停

12：09 排水機場前バス停 12：12 新成田バス停

12：11 西一口バス停 12：13 栄町バス停

12：12 相島西バス停 12：14 西栄町バス停

12：14 中島バス停 12：16 久御山団地バス停
ロータリー　　　

12：23 大橋辺公民館向側 12：17 久御山団地南
バス停（東側）

12：28 北川顔バス停 12：18 佐山東代バス停

12：30 藤和田バス停 12：20 佐山バス停

2

12：09 旧市田バス停

4

12：10 佐古バス停

12：12
旧鈴間バス停
　　　　付近
（新市田バス停）

12：13 佐山小学校前

12：18 下津屋口バス停

12：18 村東バス停 12：19 下津屋バス停

　

先
の
戦
争
で
尊
い
生
命
を
失
わ
れ
た
戦
没

者
を
追
悼
し
、
永
遠
の
平
和
へ
、
誓
い
を
新

た
に
す
る
た
め
、
戦
没
者
追
悼
式
を
お
こ
な

い
ま
す
。

　

ご
遺
族
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
皆
さ
ん
も
、

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

第
2
部
の
「
平
和
を
願
う
コ
ン
サ
ー
ト
」

で
は
、
E
s
p
e
r
a
n
z
a
（
エ
ス
ペ
ラ

ン
サ
）
の
フ
ル
ー
ト
と
ベ
ー
ス
演
奏
に
よ
る

ト
ー
ク
&
コ
ン
サ
ー
ト
を
お
こ
な
い
ま
す
。

「
涙
そ
う
そ
う
」
や
「
千
の
風
に
な
っ
て
」

な
ど
親
し
み
の
あ
る
曲
を
心
に
染
み
い
る
音

色
で
奏
で
る
演
奏
で
、
心
や
す
ら
ぐ
ひ
と
と

き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

会
場
へ
は
、
次
の
と
お
り
、
臨
時
送
迎
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
バ
ス
停

か
ら
ご
乗
車
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
12
日
㈮　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所
／
中
央
公
民
館

内
容�

／
第
1
部
…
追
悼
式
典
（
午
後
1
時
か

ら
）、
第
2
部
…
平
和
を
願
う
コ
ン
サ

ー
ト
（
午
後
2
時
20
分
頃
か
ら
）

※
曲
目
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課

戦
没
者
追
悼
式

�

平
和
を
願
う
コ
ン
サ
ー
ト

11
月
12
日
㈮

午
後
1
時
〜
4
時

とき

中
央
公
民
館

ところ
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佐
山
小
学
校　

3
年

狛
林
み
ゅ
う

佐
山
小
学
校　

4
年

玉
村　
　

楓

東
角
小
学
校　

4
年

松
本　
　

歩

東
角
小
学
校　

4
年

岩
﨑　

瑠
奈

東
角
小
学
校　

4
年

脇
本
比
菜
子

御
牧
小
学
校　

4
年

鈴
木　

一
史

御
牧
小
学
校　

3
年

田
中　

心
奈

御
牧
小
学
校　

3
年

佐
野　

勇
翔

佐
山
小
学
校　

4
年

山
根　

夢
叶

佐
山
小
学
校　

4
年

長
田　

真
央

行政ニュース

御
牧
小
学
校　

3
年　

小
嶋　

杏
菜

御
牧
小
学
校　

3
年　

中
務　

俊
亮

御
牧
小
学
校　

4
年　

奥
山　

真
優

御
牧
小
学
校　

4
年　

内
田　

吏
織

御
牧
小
学
校　

4
年　

花
田
あ
い
ね

御
牧
小
学
校　

4
年　

山
﨑　

愛
莉

佐
山
小
学
校　

3
年　

佐
野
さ
や
か

佐
山
小
学
校　

3
年　

藤
村
理
華
子

佐
山
小
学
校　

3
年　

上
田　

愛
華

佐
山
小
学
校　

4
年　

川
越　

凪
紗

佐
山
小
学
校　

4
年　

田
井　

風
花

佐
山
小
学
校　

4
年　

田
井　

克
則

佐
山
小
学
校　

4
年　

坂　
　

悠
真

東
角
小
学
校　

3
年　

奥
田　

茉
那

東
角
小
学
校　

3
年　

嶋
田
美
藍
琉

東
角
小
学
校　

3
年　

中
村
み
つ
き

東
角
小
学
校　

3
年　

村
上　
　

郷

東
角
小
学
校　

4
年　

加
藤　

宏
成

東
角
小
学
校　

4
年　

藤
井　

美
里

東
角
小
学
校　

4
年　

松
永　

花
奈

　
　
　
　
　

＝
敬
称
略
・
順
不
同
＝

佳　

作

優
秀
賞

　

町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
（
尾
﨑
圴
会
長
）
で
は
、
交
通
安
全
啓
発

ポ
ス
タ
ー
の
審
査
会
を
9
月
13
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

応
募
の
あ
っ
た
3
1
8
点
を
厳
正
に
審
査
し
、
優
秀
賞
10
点
と
佳
作

20
点
を
選
び
ま
し
た
。

　

優
秀
賞
の
作
品
は
、
交
通
安
全
啓
発
バ
ー
ス
デ
ー
カ
ー
ド
に
印
刷
し
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
贈
る
ほ
か
、
町
民
文
化
祭
や
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア

久
御
山
の
会
場
で
展
示
す
る
予
定
で
す
。

　

入
選
者
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

交
通
安
全
啓
発

ポ
ス
タ
ー
入
選
作
品
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No.20

ご
存
じ
で
す
か
？
教
育
委
員
会

�
教
育
委
員
会
の
し
く
み
と
仕
事

◎
教
育
委
員
会
と
は

　

教
育
委
員
会
は
、「
地
方
教
育
行
政
の
組

織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」
の
定
め
に
よ

り
、
教
育
に
関
す
る
様
々
な
意
思
決
定
を
お

こ
な
う
た
め
、
都
道
府
県
や
市
町
村
に
設
置

さ
れ
る
合※

１

議
制
の
執※

２

行
機
関
で
す
。

　

独
立
し
た
行
政
委
員
会
の
1
つ
と
し
て
、

中
立
的
・
専
門
的
に
教
育
行
政
を
担
当
し
ま

す
。◎

教
育
委
員
会
制
度
の
し
く
み

　

教
育
委
員
会
は
、
人
格
が
高
潔
で
幅
広
い

識
見
を
有
す
る
5
人
の
非
常
勤
の
委
員
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
委
員
は
、
町
長
が
議

会
の
同
意
を
得
て
任
命
し
ま
す
。
任
期
は
4

　

皆
さ
ん
は
、
教
育
委
員
会
制
度
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
制
度
は

昭
和
23
年
に
発
足
し
て
か
ら
60
年
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
制
度
は
、
地
方
自
治
の
尊
重
、
教
育
の
政
治
的
中
立
と
教

育
行
政
の
安
定
な
ど
を
理
念
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
教

育
委
員
会
は
何
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
か
…
な
ど
住
民
の
皆
さ
ん
に
は

わ
か
り
に
く
い
と
の
声
を
耳
に
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
今
月
号
と
来
月
号
の

2
回
シ
リ
ー
ズ
で
「
教
育
委
員
会
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
し
ま
す
。

年
で
再
任
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
委
員
長
は
委
員
の
中
か
ら
互
選
さ

れ
、
教
育
委
員
会
を
代
表
し
、
教
育
委
員
会

会
議
を
主
宰
し
ま
す
。

◎
教
育
委
員
の
仕
事

　

教
育
委
員
の
仕
事
に
は
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
、
年
間
40
日
以
上
の
会
議
や
催
し
に

出
席
し
て
い
ま
す
。

1
．
月
1
回
の
定
例
会
へ
の
出
席

　

定
例
会
で
は
次
の
事
項
な
ど
に
つ
い
て
協

議
し
ま
す
。

①�

教
育
行
政
の
運
営
に
関
す
る
一
般
方
針
を

定
め
る
こ
と
。

②�

教
育
機
関
の
設
置
・
廃
止
に
関
す
る
こ
と
。

③�

学
校
そ
の
他
の
教
育
機
関
の
職
員
の
任
免

や
人
事
に
関
す
る
こ
と
。

④�

教
育
委
員
会
規
則
等
の
制
定
又
は
改
廃
に

関
す
る
こ
と
。

⑤�

通
学
区
域
を
定
め
る
こ
と
。

⑥�

教
育
委
員
会
の
事
務
の
管
理
執
行
状
況
の

点
検
及
び
評
価
に
関
す
る
こ
と
。

⑦�

教
科
書
採
択
に
関
す
る
こ
と
。

2�

．
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
へ
の

学
校
訪
問

3
．
P
T
A
役
員
と
の
懇
談
会
出
席

4�

．
山
城
・
京
都
府
・
近
畿
な
ど
市
町
村
教

育
委
員
会
研
修
会
へ
の
参
加

5�

．
保
育
所
・
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
入
・

卒
業
式
へ
の
出
席

6
．
運
動
会
な
ど
学
校
行
事
へ
の
出
席

7�

．
町
民
文
化
祭
や
町
民
運
動
会
、
成
人
式

な
ど
社
会
教
育
事
業
へ
の
出
席

◎
教
育
委
員
会
委
員
長
と
教
育
長

　

教
育
委
員
会
委
員
長
は
、
町
教
育
委
員
会

と
い
う
合
議
制
の
執
行
機
関
の
長
で
あ
り
、

教
育
委
員
会
会
議
を
主
宰
し
ま
す
。

　

教
育
委
員
の
合
議
に
よ
り
意
思
決
定
さ
れ

た
方
針
な
ど
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
の

委
員
の
中
か
ら
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
任
命

さ
れ
た
教
育
長
が
事
務
局
を
指
揮
監
督
し
て

事
務
を
執
行
し
ま
す
。

　

そ
し
て
教
育
委
員
会
の
決
定
し
た
方
針
な

ど
を
事
務
局
が
具
体
化
し
て
施
策
を
展
開
し
、

広
く
地
域
住
民
の
意
向
を
反
映
し
た
教
育
行

政
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

来
月
号
で
は
、
教
育
委
員
会
と
町
や
学
校

と
の
関
係
、
教
育
委
員
会
事
務
局
の
仕
事
な

ど
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

用語解説 ※１ 合議制：複数の人の話し合いにより意思決定を行う制度
※２ 執行機関：物事を執り行う機関
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vol.145
宅配ビデオレンタルのトラブル

　　　
　最近、借りたいDVDやCDをインターネットで注文
すると、商品が自宅に配送され、返却は郵送などでお
こなう宅配ビデオレンタルサービスがあります。
　このシステムは、月間に借りられる本数が契約ごと
に決まっており、延滞料金の設定がないものが多くみ
られます。
問題点があるので注意が必要
・● �無料のお試し期間が終われば、自動的に有料になる
ことが分かりにくい。

・● �インターネットでの申込時、有料契約の内容につい
ての確認画面がない場合がある。

・● �クレジットカード情報の入力画面に、同カードの登
録理由の明示がされていない場合がある。

・● �レンタル品の宅配日や返却手続の完了日が予測でき
ない。

・● �利用規約以外に諸規定が散在しており、すべて理解
することが困難である。

トラブルを避けるためには
・● �「無料」や「お試し」と記載があっても、実態は有
料契約であり、契約当初に一定の無料期間を設定し
ているに過ぎません。契約内容をしっかり確認しま
しょう。

・● �クレジットカード情報の入力を要求された場合、そ
の目的を必ず確認しましょう。不明な場合は入力を
避けましょう。

・● �返却の手続きをしてから返却完了まで想定以上の日
数がかかったため、無料期間内に退会できなかった
ケースがみられます。続ける意思がなければすぐに
予約をキャンセルし、レンタル品を返却して解約手
続きをしましょう。また、解約時のインターネット
画面などを保存しておきましょう。

　くらしの中のさまざまなトラブルや疑問については、
京都府消費生活安全センター☎075（671）0004、
京都府山城広域振興局商工労働観光室☎0774（21）
2426または町産業課へご相談ください。

53
　

長
寿
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々

が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
を
定
め
た
「
健
康
く
み

や
ま
21
」
の
内
容
を
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　

町
内
在
住
で
主
に
40
歳
以
上
の
人
を
対
象

に
実
施
し
て
い
ま
し
た
、
が
ん
検
診
な
ど
の

各
種
検
診
や
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
、
成
人
歯

科
健
診
は
、
10
月
30
日
㈯
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

乳
が
ん
検
診
と
子
宮
が
ん
検
診
は
、
1
か

月
延
長
し
11
月
30
日
㈫
ま
で
実
施
し
ま
す
。

乳
が
ん

　

乳
が
ん
は
、
乳
腺
の
細
胞
に
発
生
し
ま
す
。

30
歳
代
か
ら
増
え
始
め
、
50
歳
前
後
で
ピ
ー

ク
を
む
か
え
ま
す
。
乳
が
ん
の
大
き
さ
が
、

0
・
5
〜
1
㎝
く
ら
い
に
な
る
と
自
分
自
身

で
触
っ
て
わ
か
る
く
ら
い
の
し
こ
り
に
な
り
、

自
己
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
発
見
で
き
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
自
己
チ
ェ
ッ
ク
を
心
が
け
る
ほ

か
、
40
歳
以
上
の
人
は
、
2
年
に
1
回
、
乳

が
ん
検
診
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

乳
が�

ん
検
診
対
象
者
／
町
内
在
住
で
満
40
歳

以
上
の
西
暦
奇
数
年
生
ま
れ
の
女
性

健
診�

場
所
／
町
内
ま
た
は
宇
治
市
・
城
陽
市

の
「
乳
が
ん
検
診
協
力
医
療
機
関
」

健
診�
費
用
／
一
部
負
担
金
1
，
0
0
0
円

子
宮
が
ん

　

子
宮
が
ん
に
は
、
発
生
場
所
や
特
徴
な
ど

が
異
な
る
子
宮
頚
が
ん
と
子
宮
体
癌
の
2
種

類
が
あ
り
ま
す
。

　

子
宮
が
ん
全
体
の
約
7
割
は
子
宮
頚
が
ん

で
す
。
30
〜
40
歳
代
に
多
く
、
近
年
20
歳
代

の
増
加
が
目
立
ち
ま
す
。
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
原
因
で
、
欧
米
で
は
性

感
染
症
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

増
殖
の
ス
ピ
ー
ド
は
非
常
に
遅
く
、
正
常

な
細
胞
が
が
ん
細
胞
に
な
る
前
の
変
異
（
異

型
細
胞
）
を
診
断
で
き
、
早
期
発
見
し
や
す

い
が
ん
で
す
。

　

20
歳
以
上
の
人
は
、
2
年
に
1
回
検
診
を

受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

子
宮�

が
ん
検
診
対
象
者
／
町
内
在
住
で
満
20

歳
以
上
の
西
暦
奇
数
年
生
ま
れ
の
女
性

健
診�

場
所
／
京
都
府
内
の
「
子
宮
が
ん
検
診

協
力
医
療
機
関
」

健
診
費
用
／
一
部
負
担
金
1
，
1
0
0
円

ク
ー
ポ
ン
券
の
使
用

　

5
月
末
に
配
付
し
た
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん

検
診
の
ク
ー
ポ
ン
券
（
無
料
受
診
券
）
の
有

効
期
間
は
、
11
月
30
日
㈫
で
す
。

　

ま
だ
使
用
し
て
い
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
期
間

内
に
受
診
し
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課

行政ニュース
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【
開
館
時
間
】　

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

　
　
　
　
　
　
　

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

【
休　

館　

日
】　

1
日
㈪
・
8
日
㈪
・
15
日
㈪
・
22
日
㈪
・

　
　
　
　
　

 　

29
日
㈪
・
30
日
㈫

今
月
の
テ
ー
マ
図
書

〈
収
穫
の
秋
─
お
米
の
あ
れ
こ
れ
─
〉

　

図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

今
月
は
、「
収
穫
の
秋
─
お
米
の
あ
れ
こ
れ
─
」
を
テ
ー
マ

に
、
オ
ス
ス
メ
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

オ
ス
ス
メ
本

「
日
本
の
棚
田
百
選
」 
青
柳
健
二
写
真
・
文

　

日
本
の
棚
田
百
選
に
選
ば
れ
た
全
国
1
3
4
ヶ
所
の
棚
田

を
め
ぐ
る
。
米
作
り
の
様
子
や
、
棚
田
が
果
た
す
役
割
等
を

美
し
い
写
真
と
と
も
に
紹
介

「
お
米
は
生
き
て
い
る
」
児
童
書 

富
山
和
子
著

　

日
本
の
文
化
は
米
作
り
の
う
え
に
築
か
れ
、
山
や
川
の
自

然
も
米
作
り
を
通
し
て
守
り
育
て
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
日
本

人
と
お
米
と
の
長
い
歴
史
を
解
説
し
、そ
し
て
将
来
を
考
え
る
。

「
も
し
も
日
本
人
が
み
ん
な
米
つ
ぶ
だ
っ
た
ら
」�

児
童
書 

山
口
タ
オ
文

　
「
お
茶
わ
ん
一
杯
の
ご
は
ん
っ
て
何
つ
ぶ
か
な
あ
?
」
と
い

う
疑
問
を
、
お
米
の
国
か
ら
来
た
米
と
の
さ
ま
と
一
緒
に
考

え
る
。
小
さ
な
お
米
を
通
し
て
、
大
き
な
数
を
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
る
絵
本

新
着
図
書
の
紹
介

☆�

月
と
蟹

 

（
道
尾
秀
介
著
）

　
「
ヤ
ド
カ
ミ
様
に
、
お
願
い
し
て

み
よ
う
か
」
子
供
達
の
、
行
き
場
の

な
い
思
い
を
込
め
た
他
愛
な
い
儀
式

が
、
や
が
て
…
。

☆�

仇
討
ち
街
道 

（
鳥
羽
亮
著
）

　

直
心
影
流
の
遣
い
手
・
雲
井
十

四
郎
は
、
男
装
の
女
剣
士
・
清
乃

の
仇
討
ち
の
助
太
刀
を
引
き
受
け

る
。
敵
を
追
っ
て
、
十
四
郎
は
日

光
街
道
を
北
上
す
る
。

☆�

お
お
き
な
木

 

（
シ
ェ
ル
・
シ
ル
ヴ
ァ
ス
タ
イ
ン
作

／
村
上
春
樹
訳　
　
　
　
　
　

）

　

少
年
は
木
が
大
好
き
で
し
た
。

木
は
幸
せ
で
し
た
─
。
世
界
で
読

み
継
が
れ
て
い
る
絵
本
を
、
村
上

春
樹
が
新
訳
。

☆�

ぼ
く
な
に
を
た
べ
て
た
か�

わ
か
る
?

 

（
み
や
に
し
た
つ
や
作
・
絵
）

　

も
ぐ
も
ぐ
も
ぐ
、
し
ゃ
り
し
ゃ

り
、
が
ぶ
!
お
皿
に
は
残
っ
た
皮

が
…
。
ゴ
リ
ラ
く
ん
、
何
を
食
べ

て
た
の
か
な
?

☆
国
民
読
書
年
記
念

　
「
読
ん
で
み
て
!
オ
ス
ス
メ
の一
冊
」
展
開
催
中

　

2
0
1
0
年
は
国
民
読
書
年
で
す
。
図
書
館
で
は
、
利
用

者
の
皆
様
か
ら
応
募
い
た
だ
い
た
「
オ
ス
ス
メ
の
一
冊
」
を

紹
介
展
示
し
て
い
ま
す
。

展
示
期
間
／
11
月
28
日
㈰
ま
で

☆
読
書
週
間　
10
月
27
日
㈬
〜
11
月
9
日
㈫

☆
お
は
な
し
会

　

図
書
館
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
絵
本
や
紙
芝

居
を
読
み
聞
か
せ
る
お
は
な
し
会
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。

日
時
／
11
月
27
日
㈯　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
2
階
お
話
し
室

Vol.142

マヨ風味のお魚ホイル焼き

124㌔カロリー／ 1人分

食生活改善推進員協議会「久味の会」

�

■材料　2人分

白身魚の切身�………………………2切れ
玉ねぎ�…………………………………60g
しめじ�…………………………………40g

パプリカ（赤）�…………………1／ 4個
塩・こしょう�…………………………少々
マヨネーズ�…………………大さじ 2／ 3

作り方

①　魚に塩・こしょうをし、5分ほど置く。
②　玉ねぎは薄切り、パプリカはせん切
りにし、しめじは石づきを取って、小
房にわける。

③　舟形にしたアルミホイルに①を置き、
②をのせる。

④　オーブントースターで 7分ほど焼き、

魚に火が通ったらマヨネーズをのせ、
焼き色がつくまで再び焼いて出来上が
りです。

※　魚は鮭などでもおいしく出来上がり
ます。
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募　
　

集

町
政
を
見
る
会

　

町
内
の
施
設
や
く
ら
し
に
関
連
す
る
施
設

を
見
学
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
町
長
が
意
見

交
換
す
る
「
町
政
を
見
る
会
」
を
開
き
ま
す
。

日
時�

／
11
月
25
日
㈭　

午
後
1
時
30
分
〜
5

時

場
所�

／
京
都
市
廃
食
用
油
燃
料
化
施
設
（
伏

見
区
）、
ま
ち
の
駅
「
ク
ロ
ス
ピ
ア
く

み
や
ま
」

定
員
／
先
着
30
人

申
し�

込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11
月
19
日
㈮
ま

で
に
、
広
報
行
政
課
へ
。
電
話
可

い
き
い
き
健
康
教
室
（
運
動
編
）

　
「
運
動
っ
て
こ
ん
な
に
楽
し
い
も
の
!
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
生
活
の
中
の
身
近
な
簡
単

に
取
り
入
れ
ら
れ
る
運
動
か
ら
、
ウ
ォ
ー
タ

ー
ベ
ッ
ド
の
よ
う
な
大
き
な
ボ
ー
ル
を
使
っ

た
運
動
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

仲
間
と
一
緒
に
い
い
汗
を
流
し
て
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
を
!

日
時�

／
12
月
14
日
㈫
・
20
日
㈪
・
平
成
23
年

1
月
18
日
㈫　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

※�

午
前
9
時
30
分
か
ら
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

を
お
こ
な
い
ま
す
。

場
所
／
総
合
体
育
館

対
象�

／
町
内
在
住
で
お
お
む
ね
20
〜
40
歳
代

の
人

講
師
／
荒
井
敏
江
さ
ん

定
員
／
各
先
着
20
人

持
ち�

物
／
健
康
手
帳
・
上
靴
・
飲
み
物
・
タ

オ
ル
な
ど

※�

運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
し�

込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
へ
。

荒
見
苑
草
花
教
室

　

町
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
草
花
教
室
を

開
き
ま
す
。

日
時�
／
12
月
2
日
㈭
・
3
日
㈮　

い
ず
れ
も

午
後
2
時
〜
3
時

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

定
員
／
各
先
着
16
人

費
用
／
1
，
0
0
0
円

申
し�

込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
同
苑
へ
。
電
話

可
荒
見
苑
ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い

　

町
で
は
、
高
齢
者
の
親
睦
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い
を
開
き
ま

す
。

日
時�

／
12
月
6
日
㈪　

午
前
10
時
30
分
〜
午

後
3
時
30
分

場
所�

／
荒
見
苑

対
象�

／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

定
員�

／
先
着
1
0
0
人

費
用
／
2
，
0
0
0
円

申
し�

込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
同
苑
へ
。
電
話

可
京
都
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
1
0
見
学
会

　

町
で
は
、12
月
11
日
㈯
に
開
催
さ
れ
る「
京

都
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
0
」
の
見

学
会
を
開
き
ま
す
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
様
々
な
環
境
保

護
活
動
を
し
て
い
る
団
体
な
ど
が
参
加
し
ま

す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
参
加
し
、
環
境
問
題

に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
12
月
11
日
㈯　

午
前
9
時
か
ら

※�

中
央
公
民
館
前
に
午
前
9
時
ま
た
は
総
合

体
育
館
前
に
午
前
9
時
15
分
に
集
合
し
、

バ
ス
で
会
場
に
移
動
し
ま
す

会
場�

／
京
都
府
総
合
見
本
市
会
館
（
パ
ル
ス

プ
ラ
ザ
）

対
象�

／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
地
球
温

暖
化
問
題
に
関
心
の
あ
る
人
（
小
学
生

以
下
の
子
ど
も
は
、
保
護
者
同
伴
）

※�

参
加
さ
れ
た
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
に

は
、
啓
発
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

内
容�
／
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
約
2
時
間
見

学
し
ま
す
。

定
員
／
先
着
25
人

申
し�

込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
12
月
3
日
㈮
ま

で
に
、
環
境
保
全
課
へ
。

訪問歯科診療のおしらせ
通院困難な方の『ご自宅』や
『介護施設』まで伺います。

田坂歯科医院
TEL 0774－54－0281
城陽市枇杷庄島の宮36－8

（休診）土曜日・日曜日・祝日

112010
November

無料体験学習
（4回）

11月16日㈫～30日㈫
申込み受付中です。右記教室までご連絡ください。スタッフも募集しています。

◆東教室 075 － 983 － 8381
秋山　浩子

◆栄教室 0774 － 43 － 5840
玉城　啓永
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自
衛
官
な
ど

種
目
／
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

対
象�

／
平
成
23
年
4
月
1
日
現
在
、
15
歳
以

上
17
歳
未
満
の
男
子
で
中
学
校
卒
業
者

ま
た
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
修

了
者
（
平
成
23
年
3
月
見
込
み
含
む
）

受
付�

期
間
／
11
月
1
日
㈪
か
ら

申
し�

込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
平
成
23
年
1
月

7
日
㈮
ま
で
に
、宇
治
地
域
事
務
所（
宇

治
市
広
野
町
西
裏
1
0
0
─
30
コ
メ
ウ

ビ
ル
2
階
☎
0
7
7
4
（
４
４
）
７
１

３
９
へ
。お

知
ら
せ

暴
力
追
放
・
少
年
非
行
防
止

宇
治
市
・
久
御
山
町
住
民
大
会

　

町
で
は
、
宇
治
防
犯
協
会
な
ど
と
共
催
で
、

第
27
回
宇
治
市
・
久
御
山
町
暴
力
追
放
・
少

年
非
行
防
止
住
民
大
会
を
開
き
ま
す
。

日
時
／
11
月
20
日
㈯　

午
前
10
時
か
ら

場
所�

／
中
央
公
民
館

内
容�

／
第
1
部
…
式
典
、
第
2
部
…
特
別
講

演　

演
題
「
京
都
府
暴
力
団
排
除
条
例

等
に
つ
い
て
」、
講
師　

京
都
弁
護
士

会
民
暴
・
非
弁
取
締
委
員
会
副
委
員
長

和
田
敦
史
さ
ん

問
い
合
わ
せ
／
総
務
課

※�

当
日
は
、「
の
っ
て
こ
バ
ス
」
な
ど
の
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

税
に
関
す
る
小
学
生
の
絵
画
展

　

税
を
身
近
に
感
じ
、
税
の
仕
組
み
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎
年
11
月
11
日
か

ら
17
日
ま
で
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
し

て
、
税
務
署
を
中
心
に
税
に
関
す
る
広
報
・

広
聴
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
期
間
中
に
「
税
金
で
で
き

て
い
る
も
の
」
を
テ
ー
マ
に
小
学
生
の
絵
画

展
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

土
曜
・
日
曜
日
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時�

／
11
月
11
日
㈭
〜
17
日
㈬　

午
前
8
時

30
分
〜
午
後
5
時

場
所
／
役
場
庁
舎
1
階
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課

父
子
家
庭
の
児
童
扶
養
手
当

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、

今
年
8
月
分
か
ら
父
子
家
庭
も
児
童
扶
養
手

当
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
申
請
が
必
要

で
す
。
8
月
以
前
に
父
子
家
庭
な
ど
に
該
当

す
る
人
は
、
11
月
30
日
㈫
ま
で
に
申
請
す
る

と
8
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
所

得
要
件
な
ど
に
よ
り
受
給
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
12
月
以
降
に
申
請
さ
れ
た
場
合
は
、

申
請
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン

　

町
で
は
、
こ
こ
ろ
に
病
の
あ
る
人
を
対
象

に
、
仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過

ご
し
て
い
た
だ
く
サ
ロ
ン
を
毎
月
開
い
て
い

ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時�

／
11
月
19
日
㈮　

正
午
〜
午
後
3
時

場
所
／
中
央
公
民
館

内
容�

／
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム

な
ど

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス

　

町
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
寝
具
（
敷
布

団
、
掛
布
団
、
毛
布
）
の
洗
濯
と
乾
燥
、
消

毒
サ
ー
ビ
ス
を
お
こ
な
い
ま
す
。

対
象�

／
65
歳
以
上
の
人
で
、
寝
具
の
衛
生
的

な
管
理
が
困
難
な
人

※�

同
世
帯
に
寝
具
の
衛
生
的
な
管
理
が
で
き

る
人
が
い
る
場
合
は
除
く
。

対
象�

と
な
る
寝
具
／
敷
布
団
、
掛
布
団
、
毛

布　

各
1
枚

費
用�

／
敷
布
団
1
9
0
円
、
掛
布
団
1
9
0

円
、
毛
布
70
円

回
収�

日
／
11
月
24
日
㈬（
業
者
が
直
接
回
収
）

納
品�

日
／
12
月
1
日
㈬
（
ご
自
宅
に
配
達
）

申
し�

込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11
月
12
日
㈮
ま

で
に
、
長
寿
健
康
課
へ
。

敬
老
金
の
受
け
取
り
は
お
早
め
に

　

町
で
は
、
町
内
に
引
き
続
き
1
年
以
上
お

住
ま
い
で
、
平
成
22
年
9
月
1
日
現
在
、
満

70
歳
、
満
75
歳
、
満
80
歳
、
満
85
歳
、
満
90

歳
、
満
95
歳
の
人
と
満
1
0
0
歳
以
上
の
人

に
、
敬
老
金
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
受
け
取
っ
て
お
ら
れ
な
い
人
は
、
対

象
者
に
送
付
し
た
支
給
決
定
通
知
書
と
印
鑑

を
ご
持
参
の
う
え
、
11
月
30
日
㈫
ま
で
に
、

長
寿
健
康
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

期
日
を
過
ぎ
ま
す
と
、
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課

ア
ウ
ト
ド
ア
イ
ベ
ン
ト

町
の
歴
史
コ
ー
ス
を
歩
こ
う

　

い
き
い
き
ホ
ー
ル
で
は
、
町
の
歴
史
コ
ー

ス
を
歩
く
イ
ベ
ン
ト
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
「
歩
き

方
講
習
会
」
を
開
き
ま
す
。

日
時
／
11
月
13
日
㈯　

9
時
か
ら

集
合�

場
所
／
同
ホ
ー
ル

費
用
／
3
0
0
円

申
し�

込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
同
ホ
ー
ル
へ
。

※
雨
天
の
場
合
は
、
中
止
し
ま
す
。

ス
キ
ッ
プ
広
場

　

保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽

に
集
ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て

の
情
報
交
換
や
交
流
を
し
ま
す
。

　

校
区
に
関
係
な
く
、
ど
の
保
育
所
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時�

／
11
月
9
日
㈫　

午
前
10
時
〜
11
時
30

分

場
所
／
佐
山
・
御
牧
・
宮
ノ
後
保
育
所

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

内
容
／
園
庭
開
放

持
ち
物
／
着
替
え
・
水
筒

問
い
合
わ
せ
／
各
保
育
所

第26回国民文化祭・京都2011「こころを整える〜文化発
ほっ

心
しん

」
�久御山町　食の祭典「野の恵み」プレイベント　11月6日㈯ 第26回国民文化祭

PR隊長「まゆまろ」
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浄
化
槽
の
水
質
検
査

　

浄
化
槽
式
の
水
洗
ト
イ
レ
を
ご
使
用
の
人

は
、
浄
化
槽
の
正
常
な
機
能
を
保
つ
た
め
、

保
守
点
検
と
清
掃
、
水
質
検
査
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

実
施
に
は
専
門
知
識
が
必
要
で
す
の
で
、

次
の
と
お
り
業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

保
守
点
検
…
京
都
府
登
録
の
浄
化
槽
保
守

点
検
業
者

◦�

清
掃
…
城
南
衛
生
管
理
組
合
の
許
可
を
得

た
浄
化
槽
清
掃
業
者

◦�

水
質
検
査
…
京
都
府
知
事
が
指
定
す
る
検

査
機
関
の
㈳
京
都
保
健
衛
生
協
会
☎
０
７

５
（
６
８
１
）
１
７
２
７

　

ま
た
、
増
改
築
や
下
水
道
へ
の
接
続
な
ど

で
浄
化
槽
の
使
用
を
廃
止
さ
れ
る
と
き
は
、

環
境
保
全
課
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い�

合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
ま
た
は
城
南
衛

生
管
理
組
合
☎
０
７
５
（
６
３
１
）
５

１
７
１

犬
の
適
正
飼
養
推
進
月
間

　

11
月
は
、
犬
の
適
正
飼
養
推
進
月
間
で
す
。

次
の
こ
と
を
守
り
、
ペ
ッ
ト
は
愛
情
と
責
任

を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

犬�

の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
…
法
律
に
よ

り
、
生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
は
、
生
涯

1
回
の
登
録
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
狂
犬

病
は
犬
だ
け
で
な
く
人
間
や
野
生
動
物
に

も
感
染
す
る
命
に
か
か
わ
る
病
気
で
す
。

年
1
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

放�

し
飼
い
は
禁
止
…
犬
の
放
し
飼
い
は
迷
惑

で
す
。
事
故
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
、
必

ず
し
っ
か
り
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

散�

歩
時
の
フ
ン
の
後
始
末
…
家
の
前
や
道
端

な
ど
の
フ
ン
は
、
気
分
の
悪
い
も
の
で
す
。

犬
の
フ
ン
の
後
始
末
は
、
飼
い
主
の
責
任

で
す
。
回
収
袋
や
ス
コ
ッ
プ
を
忘
れ
ず
に

持
っ
て
散
歩
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た

は
、
ト
イ
レ
の
し
つ
け
を
し
て
、
散
歩
時

に
は
フ
ン
を
し
な
い
で
済
む
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
と
き
は
、

府
が
お
こ
な
う
引
き
取
り
日
に
連
れ
て
来
て

く
だ
さ
い
。

日
時�

／
①
毎
週
火
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午

後
2
時
40
分
〜
3
時　

②
毎
週
月
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
午
前
9
時
〜
正
午

場
所�

／
①
環
境
保
全
課
分
庁
舎
前　

②
府
山

城
北
保
健
所

問
い�
合
わ
せ
／
同
保
健
所
☎
０
７
７
４
（
２

１
）
２
９
１
２
ま
た
は
環
境
保
全
課

バ
ス
・
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー

　

町
や
京
都
府
で
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
乗

り
物
で
あ
る
「
バ
ス
」
に
乗
っ
て
い
た
だ
き
、

ご
家
庭
で
地
球
環
境
や
バ
ス
に
つ
い
て
話
し

合
う
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
11

月
の
土
曜
日
・
日
曜
日
、
祝
日
に
バ
ス
・
エ

コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
実
施
し
ま
す
。

　

バ
ス
・
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
は
、
対
象
の

バ
ス
を
利
用
の
際
、
大
人
1
人
に
つ
き
同
伴

の
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
2
人
ま
で
が
無
料

に
な
る
取
り
組
み
で
す
。

　

バ
ス
を
降
り
る
時
に
運
転
手
に
子
ど
も
が

「
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
と
言
っ
て
、
町
立
小

学
校
で
配
布
さ
れ
た
チ
ラ
シ
に
添
付
の
チ
ケ

ッ
ト
を
1
グ
ル
ー
プ
に
つ
き
1
枚
、
運
賃
箱

に
入
れ
る
こ
と
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

11
月
23
日
㈷
に
開
催
さ
れ
る
「
ふ
る
さ
と

フ
ェ
ア
久
御
山
」
の
会
場
へ
運
行
す
る
の
っ

て
こ
バ
ス
臨
時
便
も
バ
ス
・
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の

バ
ス
利
用
に
よ
る
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

※
定
期
券
利
用
は
、
除
き
ま
す
。

対
象�

の
バ
ス
／
久
御
山
町
、
宇
治
市
、
城
陽

市
、
向
日
市
、
長
岡
京
市
、
八
幡
市
、

京
田
辺
市
、
大
山
崎
町
、
宇
治
田
原
町

を
走
る
京
阪
バ
ス
、
京
阪
宇
治
バ
ス
、

京
阪
シ
テ
ィ
バ
ス
、
阪
急
バ
ス
、
の
っ

て
こ
バ
ス
（
久
御
山
町
）、
城
陽
さ
ん

さ
ん
バ
ス
（
城
陽
市
）、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
や
わ
た
（
八
幡
市
）、
き
の
つ

バ
ス（
木
津
川
市
）、く
る
り
ん
バ
ス（
精

華
町
）

※�

京
阪
中
書
島
駅
、
京
阪
淀
駅
、
近
鉄
大
久

保
駅
行
き
の
路
線
バ
ス
に
も
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
都
市
計
画
課

京
都
府
最
低
賃
金

　

京
都
府
最
低
賃
金
は
、
10
月
17
日
か
ら
20

円
引
き
上
げ
て
7
4
9
円
に
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

　

府
内
の
使
用
者
は
、
時
間
額
7
4
9
円
よ

り
低
い
金
額
で
労
働
者
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
）
を
使
用
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
／
京
都
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室
☎
0
7
5
（
2
4
1
）
3
2
1
5

　ふるさとフェア実施委員会では、11 月 23 日㈷
に第 22回「ふるさとフェア久御山」を開催します。
　農業・商業・工業・一般の各エリアでは、それぞ
れに趣向を凝らした催しや展示、即売などをおこな
います。
　メインステージでは、小林幸子のそっくりショー、
「矢野兵動」や「千鳥」、「プラスマイナス」のお笑
いライブ、バルーンパフォーマンスショー、ハート
キャッチプリキュアのキャラクターショーなど盛り
だくさんの催しを予定しています。
　皆さんお誘い合わせのうえ、ご来場ください。
問い合わせ／同フェア実施委員会（産業課内）

　と　き　　11月23日㈷　　　　　　午前9時30分〜午後３時

　ところ　　久御山中央公園

ふるさとフェア久御山
〜祝　まちの駅オープン！情報発信の時代へ〜
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就
学
時
健
康
診
断

　

平
成
23
年
4
月
に
小
学
校
へ
入
学
さ
れ
る
、

平
成
16
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
17
年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児
童
を
対
象
に
、
就
学

時
健
康
診
断
を
お
こ
な
い
ま
す
。
必
ず
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

　

健
康
診
断
の
通
知
書
が
ま
だ
届
い
て
い
な

い
場
合
は
、
学
校
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
程�

／
御
牧
小
学
校
…
11
月
15
日
㈪
、
佐
山

小
学
校
…
11
月
12
日
㈮
、
東
角
小
学
校

…
11
月
30
日
㈫　

各
校
と
も
午
後
1
時

30
分
か
ら

問
い�

合
わ
せ
／
学
校
教
育
課

き
て
・
み
て
・
議
会
!

ぶ
ら
〜
り
議
会
見
学
会

　

議
会
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
開
か
れ
た

議
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
議
会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
議
場
な
ど
の

見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。
議
会
の
各
施
設
を

皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
き
、
議
会
に
対
す
る

ご
意
見
な
ど
を
お
聴
き
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

当
日
は
、
中
央
公
民
館
を
主
会
場
と
し
て
、

第
35
回
町
民
文
化
祭
が
来
年
の
国
民
文
化
祭

の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
か
ね
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

ご
来
場
の
際
は
、
ぜ
ひ
議
会
棟
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

日
時�

／
11
月
6
日
㈯　

午
前
11
時
〜
午
後
3

時

受
付�

場
所
／
議
会
棟
4
階
ロ
ビ
ー

見
学�

施
設
／
本
会
議
場
、
第
1
・
第
2
委
員

会
室
、
議
員
応
接
室
ほ
か

問
い�

合
わ
せ
／
議
会
事
務
局

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
「
1
1
9
番
の
日
」
の
11
月
9
日
か
ら
15

日
ま
で
の
7
日
間
、
平
成
22
年
度
全
国
統
一

防
火
標
語
「“
消
し
た
か
な
”
あ
な
た
を
守

る　

合
言
葉
」
を
テ
ー
マ
に
秋
季
全
国
火
災

予
防
運
動
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に

当
た
り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者

な
ど
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ

せ
、
財
産
の
損
失
を
防
止
す
る
こ
と
な
ど
を

目
的
に
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を

図
り
ま
す
。

　

次
の
「
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る　

7

つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
で
住
宅
防
火
対
策
を
進
め

ま
し
ょ
う
!

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③�

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

④�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
す
る
。

⑤�

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
へ
の
着
火
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

⑥�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

⑦�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部

1
1
9
番
の
日

　

11
月
9
日
は
、
消
防
に
対
す
る
正
し
い
理

解
と
認
識
を
深
め
、
防
火
防
災
意
識
の
高
揚

お
よ
び
地
域
ぐ
る
み
の
防
災
体
制
の
確
立
を

目
的
に
、昭
和
62
年
か
ら
「
1
1
9
番
の
日
」

と
し
て
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、
電
話
の
そ
ば
に
住
所
や
電

話
番
号
、
近
く
に
あ
る
大
き
な
目
標
（
学
校
、

店
舗
、
公
園
、
橋
の
名
前
、
バ
ス
停
な
ど
）

を
書
い
た
メ
モ
な
ど
を
準
備
し
て
、
い
つ
で

も
落
ち
着
い
て
1
1
9
番
通
報
が
で
き
る
よ

う
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
携
帯
電
話
か
ら
通
報
す
る
場
合
、

久
御
山
町
と
他
市
と
の
境
界
で
は
、
ア
ン
テ

ナ
設
置
場
所
に
よ
り
近
隣
の
消
防
本
部
に
つ

な
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
は
、「
久

御
山
町
」
と
伝
え
て
い
た
だ
く
と
町
消
防
本

部
へ
転
送
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

携
帯
電
話
で
1
1
9
番
を
す
る
と
き
は
、

災
害
場
所
の
市
町
名
、
住
所
、
氏
名
、
携
帯

番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部

お
も
ち
ゃ
病
院

　

ご
家
庭
に
子
供
た
ち
の
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

　

子
ど
も
た
ち
に
「
も
の
を
大
切
に
す
る

心
」「
科
学
す
る
心
」
を
は
ぐ
く
ん
で
も
ら

う
た
め
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
お
も

ち
ゃ
病
院
」
に
よ
る
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
お

こ
な
い
ま
す
。

日
時�

／
11
月
23
日
㈷　

午
前
9
時
30
分
〜
午

後
3
時
（
受
け
付
は
、午
後
2
時
ま
で
）

場
所�

／
中
央
公
園
（
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
会
場
）

そ
の�

他
／
お
も
ち
ゃ
は
、
当
日
修
理
会
場
に

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
修
理
は
原
則
無
料

で
す
が
、
電
池
代
な
ど
実
費
を
頂
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
時
間
内
に
修
理
が
で

き
な
い
場
合
は
、
次
回
修
理
日
に
お
渡

し
し
ま
す
。

問
い�

合
わ
せ
／
町
社
会
福
祉
協
議
会

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

こ
の
度
、
遺
族
の
人
が
年
金
と
し
て
受
給

す
る
生
命
保
険
金
の
う
ち
、
相
続
税
の
課
税

対
象
と
な
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
所
得
税

の
課
税
対
象
に
な
ら
な
い
と
す
る
最
高
裁
判

所
の
判
決
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
17
年
分
か
ら
21
年
分

の
各
年
分
に
つ
い
て
所
得
税
が
納
め
す
ぎ
と

な
っ
て
い
る
人
は
、
そ
の
納
め
す
ぎ
と
な
っ

て
い
る
所
得
税
が
還
付
と
な
り
ま
す
。

　

お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
必
要
な
手

続
き
（
更
正
の
請
求
ま
た
は
確
定
申
告
な

ど
）
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
こ
の
取
り
扱
い
の
変
更
の
対
象
と
な

る
人
や
所
得
税
の
還
付
の
お
手
続
き
に
つ
い

て
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

w
w
w
.nta.�

go.jp

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税

務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

平
成
17
年
分
に
つ
い
て
、
早
い
人
は
平
成

22
年
12
月
末
が
還
付
で
き
る
期
限
と
な
り

ま
す
の
で
、
お
早
目
の
お
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
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剪
定
枝
チ
ッ
プ
実
費
配
布

　

城
南
衛
生
管
理
組
合
で
は
、
公
園
や
街
路

樹
、
家
庭
の
庭
木
な
ど
の
剪
定
枝
を
チ
ッ
プ

化
し
、
管
内
の
農
家
等
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

の
配
布
事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

期
間�
／
11
月
22
日
㈪
〜
12
月
3
日
㈮　

い
ず

れ
も
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

※�

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
、
正
午
〜
午
後

1
時
を
除
く

場
所
／
奥
山
リ
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

対
象
／
管
内
で
農
業
等
を
営
む
個
人
・
団
体

配
布�

方
法
・
費
用
／
ト
ラ
ッ
ク
を
持
ち
込
み
、

自
身
で
運
ぶ
…
5
0
0
円
／
㎥
、
配
達

…
1
，
0
0
0
円
／
㎥

※�

量
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な
く
な
っ

た
時
点
で
終
了
し
ま
す
。

申
し�

込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11
月
2
日
㈫
か

ら
9
日
㈫
ま
で
の
間
に
、
同
組
合
各
施

設
お
よ
び
町
環
境
保
全
課
に
備
え
付
け

ま
た
は
同
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.jyonaneikan.jp/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込
書
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
同
セ
ン
タ

ー
（
〒
610

−

0121
城
陽
市
寺
田
奥
山
1
）

☎
０
７
７
４
（
５
３
）
３
５
８
１
、

０
７
７
４
（
５
３
）
３
５
８
９
へ
。
郵

送
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
可

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

医
療
講
演
会
・
交
流
会

　

府
で
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
と
そ
の

家
族
を
対
象
に
専
門
医
に
よ
る
講
演
会
と
交

流
会
を
開
き
ま
す
。

日
時
／
12
月
5
日
㈰　

午
後
1
時
30
分
〜
4

　
　

時
（
受
け
付
は
、
午
後
1
時
か
ら
）

場
所
／
府
山
城
広
域
振
興
局
宇
治
総
合
庁
舎

対
象�

／
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
と
そ
の
家
族

内
容�

／
専
門
医
や
看
護
師
、
理
学
療
法
士
に

よ
る
講
演
と
交
流
会

講
師�

／
（独）
国
立
病
院
機
構
南
京
都
病
院
診
療

部
長　

杉
山
博
医
師
ほ
か

定
員�

／
先
着
30
人

申
し�

込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
府
山
城
北
保
健

所
☎
０
７
７
４
（
２
１
）
２
９
１
１
へ
。

難
病
相
談
（
膠
原
病
）

日
時�

／
12
月
13
日
㈪　

午
後
1
時
〜
3
時
30

分

場
所
／
府
山
城
北
保
健
所

対
象�

／
膠
原
病
お
よ
び
そ
の
疑
い
が
あ
る
人

や
そ
の
家
族

※�
膠
原
病
…
免
疫
の
異
常
な
ど
で
皮
膚
、
関

節
、
筋
肉
、
血
管
な
ど
に
病
変
が
生
じ
る

病
気
で
、
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、

慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
強
皮
症
、
多
発
性

筋
炎
な
ど

内
容�

／
専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談
と
指
導
・

助
言

担
当�

医
師
／
国
立
病
院
機
構
宇
多
野
病
院
リ

ウ
マ
チ
・
膠
原
病
内
科
診
療
部
長　

柳

田
英
寿
医
師

定
員
／
6
人

申
し�

込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11
月
11
日
㈭
か

ら
、
同
保
健
所
☎
０
７
７
４
（
２
１
）

２
９
１
１
へ
。
電
話
可

難
聴
者
・
中
途
失
聴
者
の
た
め
の

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

　

屋
内
で
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
や
ゲ
ー
ム
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　

書
い
て
伝
え
る
情
報
保
障
を
お
こ
な
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時�

／
11
月
14
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
4

時

場
所�

／
城
陽
市
南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
（
城
陽
市
富
野
東
田
部
70
番
地
の

1
）

対
象�

／
府
南
部
地
域
在
住
で
聴
こ
え
に
不
自

由
を
感
じ
て
い
る
人
と
そ
の
家
族
ま
た

は
聴
覚
障
害
者
福
祉
関
係
者
、
関
心
の

あ
る
人

持
ち�

物
／
お
昼
ご
飯
、
飲
み
物
、
上
靴
、
動

き
や
す
い
服
装
、
汗
ふ
き
タ
オ
ル

申
し�

込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11
月
4
日
㈭
ま

で
に
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
は
が
き

で
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
を
相
楽
聴
言

セ
ン
タ
ー
（
〒
619

−

0214
木
津
川
市
木
津

上
戸
15
）
☎
・
F
A
X
0
７
７
４
（
７

２
）
６
８
６
２
へ
。

耳
の
こ
と
な
ん
で
も
相
談

　

最
近
、
テ
レ
ビ
の
音
や
相
手
の
声
が
聞
き

取
り
に
く
い
、
補
聴
器
を
使
う
と
本
当
に
良

く
聞
こ
え
る
?
な
ど
、
耳
の
こ
と
で
お
悩

み
・
お
困
り
の
人
に
、
言
語
聴
覚
士
が
検
査
・

相
談
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時�
／
11
月
25
日
㈭　

①
午
前
10
時
30
分　

②
午
前
11
時
30
分　

③
午
後
1
時
30
分

④
午
後
2
時
30
分　

い
ず
れ
も
1
時
間

以
内

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル

内
容�

／
聴
力
測
定
お
よ
び
聞
こ
え
に
関
す
る

相
談

申
し�

込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
障
害
者
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
「
は
ー
も
に
ぃ
」
☎
０
７

７
４
（
５
５
）
５
９
８
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０

７
７
４
（
５
５
）
５
９
８
２
へ
。

ス
ポ
ー
ツ

第
21
回
く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン

　

く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
実
施
委
員
会
で
は
、

マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
と
走
路
監
察
や
給
水
、
会

場
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
選
手
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

名
物
と
な
っ
た
「
具
だ
く
さ
ん
ぶ
た
汁
」

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

日
時�

／
平
成
23
年
1
月
30
日
㈰　

午
前
9
時

30
分
か
ら
（
雨
天
決
行
）

場
所�

／
木
津
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
（
町

役
場
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

種
目�

／
マ
ラ
ソ
ン
の
部
…
1
.
5
㌖
、
3
㌖
、

5
㌖
、
10
㌖
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部
…
3

㌖

申
し�

込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11
月
23
日
㈷
ま

で
に
、
公
共
施
設
な
ど
に
備
え
付
け
の

申
込
書
に
ご
記
入
の
う
え
、
参
加
費
を

添
え
て
同
委
員
会
事
務
局
（
総
合
体
育

館
内
）
ま
た
は
社
会
教
育
課
へ
。
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歩
こ
う
会
例
会

日
時
／
11
月
27
日
㈯　

午
前
9
時

集
合
場
所
／
近
鉄
大
久
保
駅

行
き
先
／
泉
涌
寺
（
6
㌖
）

費
用
／
拝
観
料
・
交
通
費
は
個
人
負
担

そ
の
他
／
弁
当
・
飲
み
物
な
ど

問
い�

合
わ
せ
／
同
会
の
信
貴
さ
ん
宅　

☎
０

７
７
４
（
４
１
）
７
０
７
９

※�

当
日
の
朝
、
午
前
中
の
降
水
確
率
が
40
㌫

以
上
の
場
合
は
、
12
月
4
日
㈯
に
延
期
し

ま
す
。財

団
法
人　
　
　
　
　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
事
業
団

ゆ
う
ホ
ー
ル

申
し
込
み
は
11
月
2
日
㈫　

午
前
9
時
か
ら

休
館
日　

�

毎
週
月
曜
日

〈
申
し
込
み
と
費
用
〉

　

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た

は
電
話
の
う
え
、
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護

者
な
ど
が
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　

費
用
は
11
月
7
日
㈰
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル

窓
口
（
午
前
9
時
〜
午
後
8
時
）
へ
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。

　

費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
無
料
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
教
室

▼
こ
れ
か
ら
始
め
る
パ
ソ
コ
ン

　
（
ワ
ー
ド
編
Ⅱ
）

日
時�

／
11
月
17
日
㈬
・
19
日
㈮
・
24
日
㈬
・

26
日
㈮
【
4
回
コ
ー
ス
】　

午
後
7
時

〜
9
時

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容�

／
ワ
ー
ド
編
Ⅰ
か
ら
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
コ
ー
ス
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
文
書
作

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

定
員
／
16
人

費
用�

／
3
，
0
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途

必
要
）

▼
パ
ソ
コ
ン
じ
っ
く
り
型

日
時�

／
11
月
17
日
㈬
・
19
日
㈮
・
24
日
㈬
・

26
日
㈮
・
12
月
1
日
㈬
・
3
日
㈮
・
8

日
㈬
・
10
日
㈮　

い
ず
れ
も
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容�

／
パ
ソ
コ
ン
の
様
々
な
機
能
を
、
入
力

の
仕
方
か
ら
じ
っ
く
り
学
習
し
ま
す
。

※�
初
心
者
の
た
め
の
教
室
で
す
。

定
員
／
16
人

費
用
／
4
，
0
0
0
円

童
謡
を
楽
し
む
会

日
時�

／
11
月
10
日
㈬
・
24
日
㈬　

い
ず
れ
も

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象�

／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳

以
上
の
人

内
容�

／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡

な
ど
を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。

定
員�

／
各
60
人（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

費
用�

／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室

日
時�

／
11
月
17
日
㈬　

午
後
1
時
30
分
〜
3

時
15
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容�

／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ

を
鑑
賞
し
ま
す
。

定
員�

／
25
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

漢
字
出
直
し
塾

日
時�

／
11
月
12
日
㈮
・
26
日
㈮　

い
ず
れ
も

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象�

／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容�

／
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、

小
学
校
で
習
う
漢
字
か
ら
も
う
一
度
学

び
直
し
ま
す
。

定
員
／
30
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

費
用
／
1
0
0
円

脳
若
返
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日
時
／
11
月
18
日
㈭　

午
前
10
時
〜
11
時
30

　
　

分

対
象
／
町
内
在
住
の
お
お
む
ね
50
歳
以
上

内
容�

／
楽
し
い
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
脳
の
若

返
り
を
は
か
り
ま
す
。

定
員�

／
30
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

大
人
木
工
教
室

日
時�

／
11
月
16
日
㈫　

午
後
1
時
〜
5
時

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
杉
板
で
ワ
ゴ
ン
を
作
り
ま
す
。

定
員
／
8
人

費
用
／
1
，
5
0
0
円

週
末
の
星
空
観
察
会

日
時�
／
①
11
月
13
日
㈯　

午
後
6
時
〜
7
時

②
27
日
㈯　

午
後
7
時
30
分
〜
8
時
30

分
（
受
け
付
け
は
、
終
了
時
間
の
30
分

前
ま
で
）

対
象�

／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
、
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

内
容�

／
①
月
と
木
星
を
観
察
し
ま
す
。　

②

木
星
と
秋
の
星
座
を
観
察
し
ま
す
。
た

だ
し
、
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。（
雨
天
・
曇
り

の
場
合
は
、
中
止
）

漢
字
の
達
人
教
室

日
時�

／
11
月
14
日
㈰　

午
前
9
時
30
分
〜
10

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
〜
6
年
生

内
容�

／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
丁
寧

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。

定
員
／
20
人

ア
イ
デ
ア
工
作
ス
ク
ー
ル

日
時�

／
11
月
20
日
㈯　

午
後
2
時
〜
4
時

対
象�

／
町
内
在
住
の
小
学
生
。
た
だ
し
、
1

〜
3
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

内
容�

／
「
エ
コ
な
お
も
し
ろ
お
も
ち
ゃ
」
を

作
り
ま
す

※
近
畿
経
済
産
業
局
特
許
室
主
催
事
業
で
す
。

定
員
／
30
人

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

日
時�

／
11
月
28
日
㈰　

午
前
9
時
30
分
〜
11

時
30
分

対
象�

／
町
内
在
住
の
小
・
中
学
生
と
そ
の
保

護
者

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら
楽
し
く
学
び
ま
す
。

定
員
／
20
人

＜年末年始の体育施設休館日＞
　総合体育館・屋外スポーツ施設は、12月29日㈬から1月3日㈪まで休館となります。ご了承ください。
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中
央
公
民
館

申
し
込
み
は
11
月
1
日
㈪　

午
前
9
時
か
ら

休
館
日　

毎
週
水
曜
日

年
賀
状
（
毛
筆
）
教
室

日
時�

／
11
月
26
日
㈮
・
30
日
㈫
【
2
回
コ
ー

ス
】　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
毛
筆
で
年
賀
状
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

講
師
／
日
垣
翠
峰
さ
ん

定
員
／
先
着
20
人

費
用
／
4
0
0
円

持
ち�

物
／
墨
、
す
ず
り
、
細
筆
、
下
敷
き

き
も
の
着
付
け
教
室

日
時�

／
11
月
29
日
㈪
・
12
月
3
日
㈮
・
6
日

㈪
【
3
回
コ
ー
ス
】　

午
後
1
時
〜
3

時
30
分

れ
も
午
前
9
時
〜
正
午

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

種
目�

／
①
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
輪
投

げ
な
ど　

②
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ウ
ン
ド

テ
ニ
ス
な
ど

内
容�

／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し

ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

使
用
講
習
会
&
相
談
日

日
時�

／
11
月
5
日
㈮
・
11
日
㈭
・
15
日
㈪
・

25
日
㈭　

午
後
7
時
〜
7
時
40
分　

11

月
7
日
㈰
・
14
日
㈰
・
21
日
㈰
・
28
日

㈰　

午
前
10
時
〜
10
時
40
分

※
い
ず
れ
か
一
日
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
／
12
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
を
除
く
）

内
容�

／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使

用
方
法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す

る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま
た
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

定
員
／
各
先
着
15
人

費
用�

／
5
0
0
円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談

だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
使
用
料
の
み
必
要
で
す
。）

相　
　

談

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】

11
月
9
日
㈫　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時　

役

場
庁
舎
1
階
相
談
室
1

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

11
月
9
日
㈫
・
22
日
㈪　

い
ず
れ
も
午
前
10

時
〜
午
後
1
時

※�

面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社

会
教
育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に

満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

11
月
11
日
㈭
・
25
日
㈭　

午
後
1
時
〜
4
時

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談

相
談
専
用
電
話
☎
０
７
５
（
６
３
１
）
３
４

２
１

相
談
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

【
こ
れ
か
ら
の
こ
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協

議
会
）

11
月
11
日
㈭　

午
後
1
時
〜
4
時　

地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー

※�

電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込
み

は
同
協
議
会
へ
。

【
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

11
月
18
日
㈭　

午
後
1
時
〜
3
時
30
分　

地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

先
着
6
人
（
要
予
約
）

※
申
し
込
み
は
、
同
協
議
会
へ
。

町
の
人
口（
前
月
比
／
減
22
人
）

〈9月中の動き〉�
出　生� ８人　
死　亡� １４人　
転　入� ３９人　
転　出� ５５人　

〈10月1日現在〉�
総人口� １６, ７８２人　
男　性� ８, ３３５人　
女　性� ８, ４４７人　
世帯数� ６, ８０１世帯

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容�

／
お
正
月
前
に
和
服
の
美
し
い
着
こ
な

し
と
マ
ナ
ー
を
学
び
ま
す
。

講
師
／
岡
西
和
美
さ
ん

定
員
／
先
着
15
人

費
用
／
1
0
0
円

持
ち�

物
／
足
袋
、
下
着
、
長
襦
袢
、
着
物
、

　
　

�

帯
、
前
板
、
紐
4
本
・
伊
達
締
2
本
、

帯
枕
・
帯
あ
げ
・
帯
締
め

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

※
申
し
込
み
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催
を
中

止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

総
合
体
育
館

申
し
込
み
は
11
月
1
日
㈪　

午
前
9
時
か
ら

休
館
日　

�

毎
週
水
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
開

館
）

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

日
時�

／
①
11
月
13
日
㈯
・
②
27
日
㈯　

い
ず

＜年末年始の体育施設休館日＞
　総合体育館・屋外スポーツ施設は、12月29日㈬から1月3日㈪まで休館となります。ご了承ください。

入場料／前売券　子ども� 500円　　
　　　　　　　　（3歳以上中学生以下）
　　　　　　　　大人� 800円　　
　　　　当日券　子ども� 700円　　
　　　　　　　　大人� 1,000円　　
※�入場券は、11月15日㈪から中央公民館・
ゆうホール・総合体育館で販売します。

くみやまファミリーシアター
京都フィルハーモニー室内合奏団公演

京フィルとあそぼう!
はじめてのクラッシックコンサート

　日　時　　12月26日㈰　　　　　　午前11時〜正午
　　　　　　（午前10時30分　開場）
　場　所　　中央公民館

　�3歳未満は無料ですが、座席を利用する
場合は子ども料金が必要です。

　�前売券が完売した場合は当日券の販売は
ありません。
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保健予防のコーナー

10か月児健診（10月12日）で
見つけたかわいい笑顔です。

予　防　接　種
予 防 接 種 名 日（曜） 受付時間 対 　 象・接 　 種 　 方 　 法

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種 16 日㈫ 午後1時40分～ 1時55分 ・3 か月以上 6 か月未満の乳児
（3 ～ 4 か月児健診対象者は健診時に接種）

※予防接種を受けるときは、「予防接種手帳」または「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、予診票と母子健康手帳をご持参ください。

母　子　保　健
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容

1 0 か 月 児 健 診 15 日㈪ 午後1時20分～ 1時50分 平成21年12月生まれ 医師による健康診査
離乳・保育・栄養などの指導

3 ～ 4 か 月 児 健 診 16 日㈫ 午後1時20分～ 2時 平成22年7月生まれ
医師による健康診査、ＢＣＧ
予防接種、離乳・保育・栄養
などの指導、ブックスタート

2 歳 6 か月児歯科健診 17 日㈬ 午後1時20分～ 1時40分 平成20年4月生まれ
歯科医師による健康診査、予
防指導、身体的・精神的な発
達指導

乳
※1

幼 児 相 談 18 日㈭ 午前9時30分～ 10時30分 乳　幼　児 ことば・しつけ・栄養などの
相談

1 歳 8 か 月 児 健 診 19 日㈮ 午後1時20分～ 1時40分 平成21年2月生まれ
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指
導

離
※2

乳 食 教 室 24 日㈬ 午前10時～ 10時15分 3～10か月児の保護者 離乳食の指導、作り方の実習
と試食（初期・中期・後期）

3 歳 児 健 診 26 日㈮ 午後1時20分～ 2時 平成19年4月生まれ
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指
導

※2は、前々日までに予約が必要です。

健　  診 ・ 相　  談
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容

成 人 歯 科 健 診 17 日㈬ 午後1時～ 1時30分 40歳以上の人・ 
妊婦　　　　　 

歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導

会場は、保健センター（※1はあいあいホール）です。母子健康手帳・健康手帳をお持ちの人は、必ずご持参ください。
問い合わせ／長寿健康課

町公共機関電話番号等 社会教育課�☎631-9980/45-3918
syakai@town.kumiyama.kyoto.jp
075（631）6129

水　道　課�☎631-9987/45-3919
suidou@town.kumiyama.kyoto.jp
0774（46）0086

下 水 道 課�☎631-9990/45-3920
gesuidou@town.kumiyama.kyoto.jp
0774（46）0086

議会事務局�☎631-9996/45-0105
gikai@town.kumiyama.kyoto.jp
075（632）3000

会　計　課�☎631-9932/45-3909
kaikei@town.kumiyama.kyoto.jp
075（632）1899

消 防 本 部�☎631-1515
syoubou@town.kumiyama.kyoto.jp
075（632）5382

まちの駅クロスピアくみやま
☎075（632）2300� 075（632）2001
あいあいホール
☎0774（41）2263� 0774（41）2283
いきいきホール
☎0774（41）3466� 0774（44）1199
荒　見　苑
☎0774（44）3405� 0774（44）7801
町体育協会（町総合体育館内）
☎0774（44）2205� 0774（44）2203
地域福祉センター（町社会福祉協議会）
☎075（631）0022� 075（632）3001

ゆうホール
☎0774（45）0002� 0774（46）5610
総合体育館
☎0774（44）3700� 0774（44）2203
中央公民館
☎075（631）1000� 075（632）0031
図書館
☎0774（45）0003� 0774（46）5690
御牧保育所 �☎・ 075（631）2475
佐山保育所 �☎・ 0774（43）2970
宮ノ後保育所��☎・ 0774（43）4906
御牧幼稚園 �☎・ 075（631）4531
佐山幼稚園 �☎・ 0774（43）8644
東角幼稚園 �☎・ 0774（44）4966
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環境保全のコーナー 

11 月のごみ・し尿収集日 

燃やすごみ

月・木

佐古・新開地・佐山・籾池・双栗・
市田・鈴間・田井・荒見・下津屋・
下津屋サンハイツ・島田・東島
田・森・坊之池・野村・村東

火・水・金 久御山団地

火・金

松陽台・サンタウン佐山・佐山
サンハイツ・栄１・２丁目・栄３・
４丁目・ハイツ西宇治・清水・林・
西武西林・ミサワ林・大橋辺・
北川顔・藤和田・近協パレス・
中島・西一口・東一口・相島・
下津屋団地・東佐山団地・久御
山団地

燃やさないごみ

月

松陽台・サンタウン佐山・佐山
サンハイツ・大橋辺・北川顔・
近協パレス・藤和田・中島・西
一口・東一口・相島

火
佐古・新開地・佐山・籾池・双栗・
市田・鈴間

水 東佐山団地・久御山団地

木
栄１・２丁目・栄３・４丁目・
清水・ハイツ西宇治・林・西武
西林・ミサワ林

金
田井・荒見・下津屋・下津屋団地・
下津屋サンハイツ・島田・東島
田・森・坊之池・野村・村東

リサイクルごみ
缶 類
ペットボトル
紙 パ ッ ク

び ん 類
発泡食品トレー
発泡スチロール

3 日
（第1水曜日）

17 日
（第3水曜日）

10 日
（第2水曜日）

24 日
（第4水曜日）

※�簡単な水洗いをして、分別し
中身の見える袋に入れて出し
てください。

※�びん・ペットボトルは、必ず
ふたをはずしてください。

※�ペットボトルキャップは、中
身の見える袋に入れて「燃や
すごみの日」に出してくださ
い。

使用済みてんぷら油
10 日（第 2 水曜日）

※�公会堂等の指定場所に油の入っ
ていた容器等で出してください。

し　　尿 くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ
の翌日）に、城南衛生管理組合☎ 075（631）5171 へ連絡してください。

22日㈪

藤和田・島田・東島田・東一口（国道１号
以東）・森（国道１号以東）・森村東（国道
1 号以東）・野村・野村村東・佐山・新開地・
佐古・清水・林・市田・田井・荒見・下津
屋

1日㈪
24日㈬

北川顔（府道以東）・坊之池・森（国道１号以西）・
森村東（国道 1 号以西）・西一口・中島・相島

5日㈮
29日㈪ 東一口（国道１号以西）

4日㈭
26日㈮ 大橋辺・北川顔（府道以西）

町公共機関電話番号等

■久御山町役場（代表）
☎075（631）6111/0774（45）0001
075（632）1899

■各課別ダイヤルイン等
総　務　課 ☎631-9991/45-3922
soumu@town.kumiyama.kyoto.jp
075（632）1899

企画財政課�☎631-9992/45-3924
kikaku@town.kumiyama.kyoto.jp
075（632）1899

広報行政課�☎631-9993/45-3926
koho@town.kumiyama.kyoto.jp
075（632）1899

税　務　課�☎631-9926/45-3908
zeimu@town.kumiyama.kyoto.jp
075（632）5933

社会福祉課�☎631-9902/45-3902
hukusi@town.kumiyama.kyoto.jp
075（631）1807

長寿健康課�☎631-9903/45-3904
tyouzyu@town.kumiyama.kyoto.jp
075（632）5933

住　民　課�☎631-9904/45-3905
jyumin@town.kumiyama.kyoto.jp
075（632）5933

国保医療課�☎631-9913/45-3906
kokuho@town.kumiyama.kyoto.jp
075（632）5933

環境保全課�☎631-9917/45-3907
kankyou@town.kumiyama.kyoto.jp
075（632）5558

建設整備課�☎631-9961/45-3912
kensetu@town.kumiyama.kyoto.jp
075（631）6149

産　業　課�☎631-9964/45-3914
sangyou@town.kumiyama.kyoto.jp
075（631）6149

都市計画課�☎631-9966/45-3915
tokei@town.kumiyama.kyoto.jp
075（632）5558

学校教育課�☎631-9974/45-3917
gakkou@town.kumiyama.kyoto.jp
075（631）6129
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古
川
周
辺
の
戦
時
色
⑵

　

京
都
飛
行
場
の
建
設
は
、
周
辺
地
域

の
生
活
環
境
に
大
き
な
変
貌
を
も
た
ら

し
た
。
特
に
府
道
淀
・
新
田
停
留
場（
現

J
R
新
田
駅
）
線
の
佐
古
・
田
井
間
の

道
路
は
建
設
に
伴
っ
て
消
滅
し
て
し
ま

い
、
田
井
住
民
の
困
惑
は
計
り
知
れ
な

か
っ
た
。
昭
和
十
五
年
ご
ろ
の
佐
山
村

は
、
佐
山
村
役
場
、
小
学
校
、
青
年
学

校
、
農
業
会
事
務
所
、
警
察
官
駐
在
所

の
公
共
施
設
が
佐
古
に
設
立
さ
れ
て
い

た
。
し
た
が
っ
て
佐
山
村
に
所
属
す
る

田
井
は
、
児
童
・
生
徒
の
登
下
校
、
役

場
へ
の
所
用
等
で
府
道
は
か
け
が
え
の

な
い
生
活
の
幹
線
で
あ
っ
た
。
こ
の
府

道
に
は
昭
和
三
年
以
降
、
京
阪
バ
ス
が

運
行
し
て
い
て
、
住
民
の
足
と
な
っ
て

い
た
が
、
飛
行
場
建
設
工
事
の
着
工
後
、

休
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
佐
古
・
田
井
間
の
府
道
消
滅
に

伴
っ
て
、
京
都
府
は
代
替
路
線
と
し
て
、

奈
良
電
車
（
現
近
鉄
）
大
久
保
駅
を
起

点
に
佐
山
集
落
を
経
て
田
井
ま
で
の
間

に
府
道
新
設
を
計
画
し
た
が
、
佐
山
の

住
居
移
設
等
の
難
題
も
あ
っ
て
、
着
工

さ
れ
た
の
が
昭
和
十
六
年
四
月
、
完
成

に
五
か
年
を
要
す
る
長
期
の
工
事
と
な

っ
た
。

　

し
か
し
、
児
童
の
登
下
校
は
緊
急
の

課
題
と
し
て
、
田
井
住
民
・
学
校
職
員

は
、
通
学
路
の
選
定
に
憂
慮
し
た
。
当

時
の
田
井
は
、
府
道
の
ほ
か
に
御
牧
村

島
田
へ
の
御
牧
道
と
下
津
屋
道
が
あ
り
、

そ
の
下
津
屋
道
は
佐
山
か
ら
佐
古
に
通

じ
る
村
道
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
通

学
路
は
、
下
津
屋
道
か
ら
佐
山
を
迂
回

し
て
佐
古
の
小
学
校
に
行
く
経
路
に
選

定
さ
れ
、
児
童
は
な
れ
な
い
道
を
集
団

で
登
校
し
た
。

　

飛
行
場
建
設
以
前
の
田
井
か
ら
小
学

校
ま
で
の
間
の
府
道
は
、距
離
が
約
一
・

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
下
津
屋
へ
迂
回
の

距
離
は
約
二
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、

児
童
は
登
下
校
に
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

歩
か
ね
ば
な
ら
ず
、
保
護
者
は
児
童
の

体
調
を
気
づ
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
下
津
屋
を
迂
回
す
る
通
学
路
は
、

飛
行
場
建
設
に
伴
っ
て
外
周
全
域
に
造

成
さ
れ
た
排
水
溝
の
完
成
後
、
外
周
に

併
設
さ
れ
た
農
道
に
変
更
さ
れ
た
。

　

三
二
万
坪（
約
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

の
飛
行
場
外
周
に
掘
削
さ
れ
た
排
水
溝

は
、
幅
三
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
一
・
五
メ

ー
ト
ル
、
両
岸
は
御
影
石
を
積
み
上
げ

た
堅
牢
な
水
路
で
あ
っ
た
。
施
工
者
は

こ
の
地
方
が
水
害
常
襲
地
と
い
う
認
識

か
ら
、
飛
行
場
冠
水
防
御
の
水
路
を
敷

設
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

田
井
の
児
童
は
、
外
周
の
農
道
を
利

用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
荒
見
神
社
境

内
近
く
か
ら
小
学
校
の
西
門
ま
で
、
排

水
溝
を
眺
め
な
が
ら
歩
い
た
。
そ
の
当

時
、
通
学
し
て
い
た
田
井
の
住
民
は
、

「
農
道
は
草
が
生
い
茂
っ
て
い
て
、
歩

け
る
の
は
リ
ヤ
カ
ー
の
タ
イ
ヤ
の
跡
だ

け
で
あ
っ
た
。
空
襲
警
報
の
サ
イ
レ
ン

が
鳴
る
と
、
道
の
草
の
中
に
隠
れ
て
い

た
。
今
か
ら
考
え
る
と
二
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
草
の
道
を
皆
で
ワ
イ
ワ
イ
、
ガ
ヤ

ガ
ヤ
の
通
学
は
、
途
中
で
草
を
結
ん
で

い
た
ず
ら
す
る
な
ど
、
皆
が
一
緒
だ
っ

た
か
ら
楽
し
か
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
、

回
想
す
る
。

　

さ
て
、
飛
行
場
建
設
工
事
は
、
滑
走

路
の
造
成
と
並
行
し
て
、
田
井
・
島
田

間
の
敷
地
に
、
逓
信
省
航
空
機
乗
員
養

成
所
の
生
徒
舎
・
整
備
工
場
（
現

N
T
T
総
合
運
動
場
）・
格
納
庫
（
現

久
御
山
中
央
公
園
）
の
諸
施
設
が
突
貫

工
事
で
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
養
成

所
の
正
門
と
な
る
敷
地
の
西
端
に
は
、

一
本
の
村
道
が
横
切
り
、
道
の
西
側
に

周
囲
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
蛇じ

ゃ

池い
け

と

呼
ば
れ
る
池
が
あ
っ
た
。
交
通
不
便
の

状
況
か
ら
、
府
道
淀
・
田
井
間
の
蛇
池

付
近
か
ら
正
門
前
ま
で
二
〇
〇
メ
ー
ト

ル
の
道
路
が
新
設
さ
れ
た
。

　

建
設
工
事
が
完
成
し
た
昭
和
十
七
年

四
月
、
京
都
航
空
機
乗
員
養
成
所
が
開

所
し
た
。
開
設
時
の
四
月
か
ら
翌
年
の

四
月
に
入
所
し
た
生
徒
は
、
本
科
生
二

〇
八
名
、
操
縦
生
一
〇
三
名
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
三
一
一
名
の
生
徒
達
は
、
操
縦

技
術
・
整
備
技
能
の
収
得
に
寸
暇
を
惜

し
ん
で
努
力
し
た
が
、
戦
局
緊
迫
化
に

伴
っ
て
、
他
の
養
成
所
と
の
転
配
属
が

た
え
ず
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
二

年
後
の
昭
和
十
九
年
四
月
、
養
成
所
に

陸
軍
太た

ち
あ
ら
い

刀
洗
飛
行
学
校
京
都
教
育
隊
が

併
置
さ
れ
、
養
成
所
内
に
厳
し
い
軍
律

が
導
入
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
同
年
九
月
二
十
六
日
、
京
都

航
空
機
乗
員
養
成
所
は
廃
止
と
な
り
、

太
刀
洗
航
空
隊
に
一
本
化
さ
れ
た
。
養

成
所
は
開
所
後
二
年
六
か
月
、
短
い
期

間
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
地
で
教
育
を
受

け
た
生
徒
は
、
五
〇
〇
名
を
は
る
か
に

超
え
て
い
た
。

　
　

久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長

�

阪
部　

五
三
夫
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第三章 古川流域の変遷（11）

▲飛行場外周の排水溝と農道（佐山中道周辺）


